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龍帝陛下、前世の愛が重すぎます！
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「いったいどういうことでしょうか。お父様？」

　ルシェリアは執務室の重厚な扉を無造作に開け放つと、じとりと父親をねめつけた。

　娘に睨にらまれた父親は、領主としての執務を行う机の後ろで、ひくりと頬を引きつらせた。

「ルーシェ……、入室の許可くらい求めなさい」

　父オーレリアンは痛む頭を押さえるように、こめかみをさすっている。

　そのこめかみには、龍人族であることを示す水色をした龍の鱗が三片、浮かんでいた。

　ルシェリアは父の渋い顔には構わず、淑女らしからぬ乱暴な足取りで机の前に立った。

「もてなしの準備をと命ぜられて、怒っているのではありません。ただ、一巡りにも満たない、たった数日の猶予しか与えられぬ状況で、最上級のもてなしの準備をせよとは、なかなかの無茶ぶりであることは、認識されていますか？　来訪の理由と、どういったお客様なのかくらいは説明いただけると思ったのですが？」

　領主の娘としてはいささか簡素な衣と袴はかまに身を包んだルシェリアは、紫水晶の瞳でオーレリアンを見下ろした。

「いや、その……だな、説明不足であったことは謝ろう。だが高貴な方をおもてなしするならば、我が家で最も相応しい女性が采配を振るべきであろう？　となると、な……？」

　部下相手には厳しい顔を崩さないオーレリアンであるが、末の愛娘を前にすると、いつもの厳しい顔を作ることができない。しかも、眦まなじりを吊り上げていても妻によく似た美しい顔で詰め寄られれば、降参するしかなかった。

「そうですか。我が家で高貴なお方のおもてなしをすべく采配を振る女性であれば、ミーシェ姉さまや、レティ姉さまでもよろしかったのでは？」

　ルシェリアはすでに結婚した長女と次女の名を挙げた。

　結婚したとはいえ、領内の上級貴族を婿に迎えた婚姻であり、ふたりとも領主の城で暮らしている身だ。父が命ずれば、喜んで力を貸してくれるだろう。

　ぎりぎり成人前のルシェリアよりも、よほどしっかりとしたもてなしができるはずだ。ここで父親に言いくるめられてはかなわないと、ルシェリアは畳みかける。

「い、いや。ミーシェとレティには別の仕事を頼んである。どうか、領主一族の務めと思って協力してもらえぬか？」

「そこまでおっしゃるのでしたら……」

　――領主一族の直系の者がもてなさなければならない相手って、まさか……。

　ルシェリアの背中を、ぞくりと嫌な予感が走る。

　他の領主一族か、それとも皇族か。いずれにせよ、気の抜けない相手であることに変わりはない。

「それで、どなたをお迎えすればよいのでしょう？」

　ルシェリアは執務机の上にあったガラス製の文鎮を手慰てなぐさみに持ち上げる。

「龍帝……陛下だ」

「は？」

　ルシェリアは淑女らしからぬ間抜けな声を発した。

　同時にごとりと鈍い音を立てて、文鎮が机の上に落ちる。

　ルシェリアはそれにも気づかず、呆然としていた。

「だから、主上がお越しになるのだ。この南領へ」

　皇族の可能性は考慮していたが、その頂点たる龍帝だとは、想像の範疇はんちゅう外だった。

　――よりによって、龍帝陛下だなんて……、最悪。でも、もしかしたら、聞き間違いかも。そうよ、どうか間違いであって！

「わたくしは聞き違いをしたようです。もう一度おっしゃっていただけますか？」

「聞き間違いなどではない。本当に主上がいらっしゃるのだ」

　どうやら父は少しの現実逃避も許してくれないらしい。

「何のために……とお聞きしても？」

　ルシェリアは素早く頭のうちで想像を巡らせる。龍帝が自らの居城を離れ、領主の城を訪れるとはただごとではない。何か良くないことが起こっている可能性がある。

　果たして、父の答えはルシェリアの想像を超えて悪いものだった。

「結界の調査のため……と」

　答えるオーレリアンの表情は暗い。

　ルシェリアは紫水晶の目を細めた。

「まさか父上の結界に綻びがあるとでも？」

「私には感じられないが、その可能性は否定できない」

　当代の龍帝より任ぜられた南領の領主であるオーレリアンは、あからさまに肩を落としている。

　結界の維持は領主の存在意義と言ってもいい。龍帝がわざわざ調査に来るほど結界に問題があるとするならば、領主としての進退問題に発展しかねない。

　父が肩を落とすのも無理はなかった。

　ルシェリアたちが暮らすラザラスは、四方を海に囲まれた島国である。

　ラザラスの中央にそびえる霊峰と、霊峰を中心に東西南北に配された四つの領には、人間族や幻獣族、妖精族や龍人族など様々な種族が入り乱れて暮らしている。

　そして四つの領の境界は女神によって作られた結界という不可侵の壁によって隔てられていた。四つの領は陸続きではあるが、結界によって隔てられており、霊峰という天然の関を介してのみ、繋がっている。そのため、他の領と行き来するためには、必ず中央の霊峰を経由しなければならず、領地間の領土をめぐる争いはほとんど起こっていない。

　ラザラスがこれほどまでに長く、平和裏に繁栄しているのは、結界の恩恵があったからだ。

　外界から、そして種族間の生き方の違いによる争いからも結界によって守られている。

　その恩寵おんちょうである結界の修復と維持を行う役目を女神より与えられたのが、魔力の豊富な龍人族だと伝えられている。

　そんな龍人族の中で最も力と魔力の強い者が、龍帝として結界を修復する役目を負っており、龍帝から結界を管理する能力を分け与えられたのが、龍人族の領主たちだ。

　領主一族として、ルシェリアにも多くはないが、結界を感知できる程度の魔力はある。だが、父でさえわからぬものを、父親よりも魔力の劣る自分がわかるはずもない。

　ルシェリアには手を出せない領域の話だった。

「そんな……」

「とりあえず、そんなわけで、主上の滞在する部屋や人員の配置、それから随行の滞在場所も含めて、もろもろ頼めるか？」

「承りました。主上をお迎えする準備については、裏方として手を尽くします」

　ルシェリアは領主一族の姫にふさわしく、優雅に両手を合わせ、父親に恭順の意を示した。

「うむ、大変だとは思うが、お前ならば安心して任せられる」

　オーレリアンは領主としての威厳を取り戻すように、鷹揚おうようにうなずいた。

　ルシェリアは父からの信頼を誇らしく思いながらも、同時にしなければならないことを脳内で大急ぎでリストアップしていた。

　――主上以外に護衛や側近、それに侍女とかもいるだろうし、まずは滞在人数の確認が必要ね。それから、部屋の掃除の手配でしょ。リネン類も数がそろっているか、確認が必要だし、主上の分は新品を手配すべきだろうし……。あとは、カトラリーの確認と食材の手配……。飛竜で来るなら、飛竜小屋の手配と世話役も必要か……。やばい、本当に終わるかな？

「ところで、やはり歓迎の宴は執り行われるのですよね？」

　いくら来訪の目的が結界の調査のためだとはいえ、領主一族として最上級のもてなしを行うのであれば、宴は外せない。

　領主一族として役に立てるのは嬉しいが、流石に龍帝の滞在準備以外に宴の準備ともなると手が回らない。

「ああ。そちらの手配はティーヌに頼んである」

　オーレリアンは母の名を挙げた。

　一般的には未成年のルシェリアに、宴に参加する資格はない。けれど、領主一族であることで例外的に参加が認められている。領主一族として歓迎の意を示すために、宴に参加しなければならないと思っていたが、母が責任者となってくれるのであれば、不参加でも問題ないだろう。

　それに、ルシェリアは成人と同時に南領を離れることを宣言していた。いずれ領主一族を離れると決めているので、表舞台に立つことなく済ませる方が混乱も少ないだろうと話がついている。

　どのみち、結界に関して自分が役に立てることはほとんどない。

　宴の準備は母ベルティーヌの担当だと聞いたばかりだが、長女のミシェリアはおそらく結界の調査に駆り出されているだろう。武勇に優れた次女レティシアは、警備の担当者として任じられているはずだ。

　ならば、自分は自分に与えられた役目を果たすのみ。

　ルシェリアはひとつだけ言質を取っておくべく口を開いた。

「ならば、わたくしは宴に参加せずともよいですね？」

「いや、それは……」

「まさかお父様に限って、下らない悪巧わるだくみなどしていませんよね？」

　現時点で、南の領主一族に未婚の者はルシェリアしかいない。となれば龍帝の来訪を機に、父が娘の結婚相手を物色していても不思議ではない。

　彼女を溺愛している父ならば、引き留めるために結婚という手段をとるかもしれないと予想はしていた。この非常時に龍帝の視察を逆に利用しようとする根性には、感心するしかない。

　だが、ルシェリアにはどうしても皇族に近づきたくない理由があった。

「いや、まさか！　主上の側近には独身の龍人族がより取り見取り。少々気難しいお前でも誰か気に入る相手が見つかるかも……」

　娘の顔を見上げたオーレリアンの口が開いたまま止まる。

　口元に笑みこそ浮かべているが、ルシェリアの目は決して笑っていなかった。

　厳しい視線にオーレリアンの目が泳ぐ。

　――ごめんなさい、お父様。どうしても龍帝陛下にだけは、近づきたくない……。

　ルシェリアは申し訳ない気持ちを押し殺し、無言で父と睨み合った。

「……などとは、考えてもおらんぞ？」

「ですよね！　では、失礼いたします！」

　ルシェリアは優雅に父に向って一礼する。

　これ以上執務室に留まっていては、余計な仕事を押し付けられかねない。それに龍帝の来訪までは一巡り――つまり七日を切っている。準備のための時間は、いくらあっても足りなかった。

「ルーシェ、待ちなさい！」

「あー、忙しい。忙しい！」

　執務室から逃げ出したルシェリアは早速、準備に取り掛かる。

　人生の中で最も忙しい数日になりそうな予感がした。

















記憶












　ルシェリアには自分ではない人間族の女性として生き、死んだ記憶があった。

　五歳くらいのことだった。ふと、鏡の中に映った自分の顔に猛烈な違和感を覚えたのだ。

　鏡の中には父親譲りの銀に輝く髪に、母親譲りの紫水晶の瞳が映っている。

　――これは、誰？　私の顔はこんなに綺麗じゃない！　私の髪は冴えないこげ茶色で、目もよくある茶色だったはずなのに……。

　だが、どう見ても目の前に映る姿は別人だ。

　――なんで、どうして？　こんなの、気持ち悪い！

　だが、ルシェリアの意志などお構いなしに、次々と彼女の記憶がよみがえってくる。

　下町の食堂を営む人間族の両親のもとに生まれたヴィオという名の彼女は、仕事を手伝える年齢になると、食堂の給仕として懸命に働いていた。

　決して裕福とは言えないが、笑顔があふれ、とても楽しそうに毎日を過ごしていた。

　ある日、恋愛に興味を持つ年頃を迎えた彼女の前に、黒髪の美丈夫が現れる。

　食堂の客として訪れた彼は、庶民がよく着ているような古着を身にまとってはいたものの、その高貴な雰囲気を隠せてはいなかった。

　首筋にうっすらと浮かび上がる龍の鱗。

　龍人族の特徴である身体の一部に現れる龍の鱗が、彼が高貴な生まれであることを示していた。

　ただの人間族である彼女にとって、彼は別世界の生き物だった。

　けれど、それまでの人生で最も見目の良い男性の顔に、彼女は思わず見とれていた。

　彼は彼女に向かって真っすぐに進んできたかと思うと、じっと彼女を見下ろす。

「いらっしゃいませ。空いたお席にどうぞ」

「……名前を、教えてほしい」

「え？　私ですか？」

「そうだ」

「なぜ？」

　なぜ彼が自分などに声をかけるのか、全くわからなかった。

「そなたが私の番だからだ」

「つがい……」

　龍人族と人間族の違いは大きい。まず寿命が全く違う。龍の因子によって強靭な肉体を持つ龍人族の寿命は優に百年を超え、千年を生きる者もいるという。大した力を持たず、五、六十年ほどしか生きられない人間族とは、比べるべくもない。

　そして、最も特徴的な違いは番だった。

　龍人族は一生のうちにひとりだけ、本能で番を見つけ、生涯を共にする。番が必ずしも同族であるとは限らず、国内に生まれるという保証もない。たとえ、番を見つけたとしても、寿命の違いから死の間際であることも珍しくはなかった。そして結界を守るという一族の義務から、他国へまで番を探しに行こうとする者は少なく、番を見つけられる者はほんのわずかで、ほとんどは独身のまま一生を終えるか、諦めて番ではない伴侶と子を成すことが多かった。

　ゆえに龍人族は番を神聖視している。

　番に対する独占欲が強く、諍いさかいや問題が起こったとしても、番のためならば仕方がないと大目に見る。たとえすでに伴侶のいる身だったとしても、即刻離婚が許され、番との再婚が優先されるほどだ。

　突然、お前はそんな龍人族の番なのだと告げられても、彼女には全く実感が湧かなかった。

　彼は呆然としている彼女を抱き上げ、とどめようとする両親の制止をたやすく振り切って、彼女を連れ去った。そうして訪れた皇宮で、彼女は初めて彼の正体を知った。

「主上だったなんて……」

　絶句した彼女は恐れおののいた。

　このラザラスの結界を修復可能な龍人族、さらには至尊の君の番だなんて、分不相応としか思えない。なにもかもが現実離れしていた。

「無理です。私を家に帰してくださいませ」

「それこそ無理だ。今日からそなたの家はここだ。もう二度と離れることはない、我が番」

　彼はそう宣言すると、彼女を寝台へと連れ込んだ。

　熱に浮かされたように愛をささやき、巧みな愛撫を施された彼女は、ほとんど抵抗することなく龍帝を受け入れた。

　そうして純潔を散らした彼女は、龍帝の番であることを受け入れるほかなかった。

　龍人族と人間族の間で子を成すことはできるが、元々龍人族の繁殖能力は低い。

　龍帝の側近や周囲の者たちは、こぞって彼女を正式な伴侶――后として迎え入れることに反対した。

「番であるならば仕方ありませんが、人間族の者を后としてお迎えするのはおやめください。お妃さま方のことをないがしろにしては、この国は立ち行きません」

　龍帝として、彼はすでに幾人かの妃を迎えていた。

　番を見つけてしまった龍帝が、ほかに見向きもしないことはわかり切っていたが、国内の有力な貴族から嫁いだ妃たちを追い出すわけにもいかない。次代の龍帝候補を一人でも多く確保するためには、どうにかして妃たちとの間に子を成してもらう必要がある。

　そんな側近たちの主張によって、后であれば内宮に住むはずのところを、后とは認められず、彼女が追いやられたのは離宮だった。

「すまない。だがもうそなた以外を愛することはない。どうか私を愛してほしい」

　愛されていることはわかっていても、彼女は同じだけの強さで龍帝を愛することができなかった。

　人間族である彼女には、焦がれるように番を欲する龍人族の本能が理解できなかったのだ。

　龍帝の寵愛を一心に受けながらも、離宮に住む世話役の女官たちから向けられる嫉妬と憎悪の視線に彼女はひどく傷ついた。

　ただの食堂の給仕であった頃には、一度も向けられたことのない悪意に、心は疲弊していく。

　彼女がほかの男の目に触れることを厭いとった龍帝の命により、離宮の外に出ることもできず、どこにも逃げ場はなかった。身体を傷つけられるようなことはなかったが、心無い言葉を投げつけられ、陰湿な嫌がらせが続く日々。

　そうして彼女は病を得て弱っていった。そこからの記憶はほとんどない。恐らく人間族としても短い寿命で亡くなったのだろう。

　次々と浮かび上がる光景に、ルシェリアは混乱し、傷ついた。幼い彼女には到底理解しきれる内容でもなかった。

　頭の中に自分の物ではない記憶があるなんて、普通ではない。きっと頭がおかしくなってしまったに違いない。こんなことを家族に知られたら、嫌われてしまうかもしれない。

　ルシェリアはもうひとりの自分の記憶について、誰にも打ち明けることができず、内に引きこもるようになった。

　家族はそんなルシェリアを心配し、いろいろと手を尽くしてくれた。

　そんなある日、父が呼び寄せた祭司に、前世という言葉を教えられる。

　海を越えた向こう側の大陸には、輪廻転生という言葉があり、生き物はすべて生まれ変わる存在なのだと信じている国があるらしい。そして、生まれ変わった時には前の世の記憶はすべて失い、新たに徳を積むために再び生を受けるのだという。だが神のいたずらなのか理由はわからないが、時折前世の記憶を持ったまま、生まれてくる者がいると、祭司が教えてくれた。

　自分の中にあるもうひとりの記憶は、もしかして前世の記憶なのかもしれない。

　そう思えるようになって、ようやくルシェリアは自分と彼女を切り離して考えられるようになった。

　――私と、ヴィオはちがう。彼女はぜい弱な人間族だったけど、今の私はそう、龍人族なんだから。記憶はヴィオのもので、私の経験じゃないんだから。

　落ち着きを見せ始めたルシェリアを、家族たちは温かく見守ってくれた。

『お前の悩みは話さなくてもいい。お前がどんな秘密を抱えていたとしても、私たちがお前を愛する気持ちは変わらないさ。私にだって、お前に話せない秘密の一つや二つ、いや……。まあ、たくさんあるのだからね』

　狡猾こうかつな統治者らしい一面もあるが、家族には優しい父であるオーレリアンは、そう言ってルシェリアに笑いかけた。

　おっとりとしているようで、きちんと子供たちのことを見守ってくれている母、ベルティーヌも、父の言葉を肯定した。

　音楽と舞に優れたしっかり者の姉ミシェリアは、ことのほかルシェリアを可愛がってくれた。何も聞かず、ただ一緒に本を読んだり、楽器の練習をしたり、踊ったりと、彼女が遊んでくれる時間は、ゆっくりとルシェリアを癒した。

　武に優れた姉レティシアは、よくルシェリアを外へと連れ出してくれた。野山を駆け回りながら、植物の名前や、食べられる物、危険な物を教えてくれた。

　引きこもっていたルシェリアには新鮮なことばかりで、いつの間にかヴィオの記憶を思い出すことは減っていった。

　前世のことを打ち明けることはできなかったし、これからもそのつもりはない。それでも彼らはルシェリアを愛してくれている。

　――私は彼女のようにはならない。

　何もできず、流されるままだった前世の彼女のようにはならないとルシェリアは決意した。

　成長するにつれ、非力な人間族であった彼女に選択の余地はなかったのだと理解できるようになったが、共感はできなかった。

　理不尽に屈しないためには、力が必要だ。

　龍人族として生まれ変わった今ならば、周囲の思惑に振り回されることなく、自分の意志で未来を選び取ることができるはずだ。

　だから、ルシェリアは努力した。だれにも侮られぬために教養を身に付け、身を守るために身体を鍛え、護身の術を学んだ。

　閉じ込められ、流されるままに人生を終えてしまった彼女の分まで、世界を見て回りたい。

　姉二人は婿を取り、この南領で生きることを選択したが、ルシェリアは外の世界を見ることを選んだ。

『あなたが選んだ道を進みなさい。旅に出たとしてもここがあなたの家であることは変わらないのだから。戻ってきたときには、手伝ってくれると嬉しいけれど、ミーシェもレティもいることだし、家のことは何も心配はいらないわ。先のことがどうなるかなんて、女神さまにしかわからないの。長い命なんだもの、いろんな世界を見てくるといいわ。きっとその経験があなたを成長させてくれるでしょう』

　そう言って母は、ルシェリアの決意を応援してくれた。

　父だけはことあるごとにルシェリアの決意を翻ひるがえさせようと、いろいろと画策してくるが、無理に意思を曲げさせるようなことはしなかった。

　結界の力に守られた平穏なラザラス国内においても、ルシェリアは南領しか知らない。他の領を訪れてみたいし、叶うことなら大陸へと渡ってみたい。

　そのためにひとりでも世間を渡れるだけの力はつけてきたつもりだ。

　今回の龍帝の視察はよい機会なのかもしれない。

　ここまで自分を育ててくれた家族への恩返しとして、自分にできることを精一杯頑張ろう。ルシェリアは決意を新たにした。

　龍帝の来訪まで残すところ三日となり、準備に奔走していたルシェリアの背に、声が掛けられた。

「ルーシェ、少しは休んだら？」

　急ぎ足で食糧庫へ向かって歩いていたルシェリアが振り向くと、そこには領主一族の長女たるミシェリアが心配げに眉をひそめていた。

「ミーシェ姉さま。でも、まだ食材の確認が終わっていないのです」

　ミシェリアはきりっとした笑みを浮かべ、歩みを進めようとするルシェリアの手をつかんで引き留める。

「そんなことは、ルイにでも任せておけばよいでしょうに」

「お義兄様は警護の準備でお忙しいでしょうし。これ以上ご迷惑をおかけするわけには参りません」

　ミシェリアの夫であるルイは、文官としての能力だけでなく、それなりに腕も立つため、様々な所で重宝されている。ミシェリアは簡単にルイに仕事を振ろうとするが、それに応えてしまえるだけの能力を持った義兄を、ルシェリアは尊敬している。

　姉の言う通り、義兄に任せておけば何の問題もなく処理してくれるだろうが、これはルシェリアに任せられた仕事だ。きちんと自分の力でやり遂げたい。

「それに、主上がお口にされるものですから、念には念を入れて確認したほうがよいでしょう？」

「それは、そうだけれど……」

　ミシェリアは不満げに口をとがらせる。父によく似たきりりとした美貌は、そんな幼い表情をしていてもやはり美しい。

「やはり宴に参加するつもりはないの？」

　姉の問いかけに、ルシェリアはびくりと身体を震わせた。

　前世の記憶の所為せいで、龍帝やその周辺に対する嫌悪感はぬぐえない。

「……はい」

「せっかくあなたを着飾れる機会だと思ったのに……」

　ミシェリアの手がそっとルシェリアの頬を撫でる。

「申し訳ありません……」

「来年にはルーシェは旅に出てしまうでしょう？　少しくらいは姉孝行しようとは思わない？」

「それでは、また別の機会にお願いいたします」

　姉の着せ替え人形になるのは、それほど嫌ではない。けれど、それは今ではなくともよいはずだ。

「きっとよ？」

　答えに満足したらしく、ミシェリアはようやくルシェリアを解放した。

「それより、姉さまこそお忙しいのではありませんか？」

「そうね。これからレティと一緒に東領近くまで結界の調査に行く予定よ。明日には戻る予定だから、主上のお迎えには間に合うはずよ」

「承知いたしました。お気をつけて」

　ルシェリアは姉に向かって恭しく頭を下げる。

「行ってくるわ。ルーシェも頑張って。でも、無理はしないでね？」

「はい」

　ルシェリアは姉の気遣いに、ニコリと笑みを返した。
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　各々が龍帝の来訪の準備に駆け回り、ようやく当日を迎えた。

　朝からああでもない、こうでもないと衣をとっかえひっかえしていた姉を横目に、ルシェリアは落ち着いていた。

　龍帝たちの前に出るつもりはないので、普段着のままだ。

　つい先ほど、先触れが龍帝の到着を知らせてきた。まもなく姿を現すはずだ。

　ルシェリアは発着場から少し離れた城の二階の窓から、空の様子を窺った。

　程なくして晴れ渡った大空に、小さな影が見え始める。それは見る間に大きくなっていく。

　龍帝一行は、飛竜を駆って現れた。

　龍帝の住む天都てんとはラザラスの中央にそびえる霊峰の頂に存在する。天都から南領の領都までは、徒歩ならば三日ほどかかる。けれど、飛竜ならば半日ほどの行程で移動することができる。天都と南領のあいだに広がる霊峰を越えるには、飛竜などの騎獣を用いるのが最も安全で、素早く移動できる手段であった。

　草色の鱗を持つレイトン種の飛竜には籠が取り付けられていて、ゆっくりと領主の城の発着場をめがけて降りてくる。

　発着場には領主オーレリアンと、妻ベルティーヌ、長女ミシェリア、そしてその夫ルイが出迎えのために待っていた。

　次女のレティシアとその夫ゴーティエは、警備担当として周囲の警戒に当たっている。

　飛竜がつかんでいた籠を発着場にゆっくりと降ろすと、続いて自らも優雅にその場へ着地する。

　白い鱗のアルバス種の飛竜は籠を持っておらず、その背には、剣と鎧を身に着けた兵士が騎乗していた。彼らは近衛にのみ許された紺色の衣をまとっている。

　飛竜の背から降りた近衛が、籠の扉を開けると中から豪華な衣の側仕えや侍女たちがぞろぞろと降りてくる。

　中でもひときわ豪奢な造りの籠から、背の高い男性が降り立った。

　髪を後ろで高く結い上げているその人こそ、龍帝だろう。

　どこか見覚えのある人影に、ルシェリアの心臓は不意にどくりと脈打った。

　――そんな、まさか……。

　龍帝はゆっくりとオーレリアンの前に進み出る。

　オーレリアンが優雅な動きで両手を合わせ、膝をついて、跪拝きはいをもって龍帝に恭順の意を示す。領主一族もオーレリアンに倣って頭を下げた。

　龍帝は鷹揚にうなずき、それに応えた。

　一通りの紹介を済ませると、一行は城の中へと案内される。

　徐々に近づく龍帝の姿に、ルシェリアはがくがくと身体を震わせた。

　――シルヴェストル様……。

　龍帝はルシェリアの前世の番であったシルヴェストルその人であった。

　失望と、嫌悪、そして悲しみ。恐怖と、愛おしさが、ないまぜになって沸き上がり、ルシェリアの心をぐちゃぐちゃにかき乱す。

　前世のヴィオが亡くなってから、いったいどれほどの時が過ぎたのだろう。

　そして、ルシェリアの胸にもう一つの疑問が湧きあがる。龍帝とヴィオは番であったはず。それなのに、片割れを失った番が、なぜまだ生きているのかということだった。

　龍人族の番の本能は強く、番が亡くなると、残された伴侶も時を置かずして亡くなることが多い。それほどまでに番の本能は強く、失っては生きていけないほどだと聞く。今上帝の御代が短いものとなることは、寿命の短い人間族のヴィオを番とした時点で決定事項のはずだった。

　そして龍人族として生まれ変わったルシェリアは、龍人族の常識として、彼女の番であるシルヴェストルがとっくに亡くなったものだと思い込んでいた。

　けれど、彼は記憶よりもいささかやつれてはいるものの、生きてこうして目の前を歩いている。

　もしかすると、種族が異なる場合の番の本能は命を脅かすほどのものではないのかもしれない。

　――生きて、た……。

　ルシェリアの心は複雑だった。

　ヴィオのシルヴェストルを愛していた心が、彼が生きていることを喜んでいる。その一方で、本当は彼が番ではなかったから、生きているのではないかと悲しんでいる。

　ルシェリアには一般的な龍人族のように番に対するあこがれはない。むしろ、そんな本能を嫌っていた。理性であらがうことが難しいからこそ本能なのだろうが、獣のような本能になど負けたくなかった。

　それなのに、彼が一歩近づくたびに、ルシェリアの胸の鼓動はうるさいほどに高鳴った。

　――何なの、この感覚？　胸がじりじりする。

　龍帝が近づくにつれ、ルシェリアがこれまで感じたことのない衝動が身体の奥底から沸き上がる。

　龍帝の姿を見ているだけで、ルシェリアの心はどうしようもなくかき乱されていた。今すぐ彼の元へ駆け寄って、ひとつになりたいという衝動がこみ上げる。

　――そんなまさか、発情期？

　高鳴る鼓動、常より高い体温、浅くなる呼吸。それらが指し示すのは、龍人族の発情期の兆候だった。

　一般的に龍人族の発情期は、成人後、結婚適齢期になると半年から数年に一度ほど起こる。周期的に起こるはずの発情期は、例外的に己の番に出会ったときにも起こることがある。

　――嫌！　シルヴェストルは私の番なんかじゃない！　彼女の……ヴィオの番だ。これは私の気持ちじゃなくて、彼女のもの。でないと……。

「っく」

　ルシェリアは勝手に走り出しそうになる身体を、ぐっとこぶしが白くなるほど握りしめ、本能を抑えつける。

　ルシェリアの脳裏に、不幸な最期を迎えた彼女の見ていた光景がよみがえる。

　龍帝に仕えていた側仕えたちの、かつての声が頭の中に鳴り響いた。

『人間族ごときが、龍帝の番だなんてありえない。主上を支えられない番に、何の意味があるのか？』

　市井で生まれ育ち、必要な知識を与えられなかった彼女が、龍帝の手助けをできないことなど、少し考えればわかりそうなものなのに、優秀であるはずの側近たちは、なぜそれを責め立てたのだろう。

　番は至上のものだとしながらも、期待とは違う番だからと、蔑んだ彼らの気持ちがルシェリアにはわからない。

『主上はハズレの番を見つけたのね。何もできないし、美しくもない、何一つ取り柄のない伴侶なんて！　しかも龍の血も入っていない虚弱な人間族だから、恥ずかしくて表に出せないのね』

『そうよ、あんな番でいいのなら、私にだって務まるわ』

　離宮に仕える侍女たちの嫉妬のにじむ声が、当時の彼女にとっては鋭い小刀のように突き刺さった。

　確かに、食堂の給仕であった彼女は衣の選び方ひとつさえも知らず、作法など何も知らなかった。けれどどうすればよいのか、誰に聞けばいいのかも、ヴィオにはわからなかった。

　生まれつきの特徴で変えようもないことに、悪口を言う侍女たちの気持ちも、ルシェリアにはわからない。

　ヴィオは見苦しくないように身なりは整えていたし、可能な限り美しくあろうと努力していた。

　けれど用意された高そうな衣装の中で、わざと似合わない色の服を選んで彼女に着せ付けていたのは侍女たちの方だ。

　ヴィオが自分で選んだ衣を、これだから人間族はわかっていないと却下され、別の衣を用意された。

　陰口どころか、はっきりと聞こえるような悪口ばかりを毎日聞いていれば、気持ちがふさぐのも仕方のないことだっただろう。

　龍帝以外、誰ひとりとして知り合いのいない離宮で、彼女は彼の訪れを待つことしかできなかった。そんな龍帝さえも、出会ったばかりでどんな人柄かもわからず、信頼することはできない。

　龍帝は忙しい政務の合間を縫って、彼女のいる離宮を訪れる。だが、会えば身体を求められ、激しく愛されて、気絶するように眠りにつき、目覚めれば寝台の隣は空っぽだった。

『主上は、どこへ？』

　問うたヴィオに、侍女から与えられた答えは、やはり彼女を責めるものだった。

『もう、とっくに内宮にお帰りになりました。ヴィオ様との時間を確保するために、主上は無理を押して離宮へいらしているのです。主上のお身体のことを考えるならば、無理をおっしゃらないでくださいませ！』

　ヒステリックな侍女の叫ぶような声に、彼女は耳をふさぎたくなった。

　実家に帰り、家族に会いたいというささやかな願いさえ、龍帝は叶えてくれなった。

『だめだ。そなたをほかの男の目にさらすなど、耐えられない』

『では、父と母を呼び寄せてはいただけませんか？』

『聞いてはみよう。そのうちに……』

　閨の中でどれほど愛をささやいてくれても、ヴィオの不安や、悩みには寄り添ってはくれなかった龍帝に、ルシェリアは失望していた。

　――彼女のような思いをするくらいなら、私には番なんて必要ない。龍人族の本能なんかに絶対に負けない。

　ルシェリアは強くこぶしを握り締めた。

　記憶とさほど違いのないシルヴェストルの姿が近づいてくる。

　艶やかな黒髪は後頭部で高く結われ、秀麗な顔を彩っている。長距離の移動のためであろう、略装を身に着けている。

　オーレリアンと談笑しながら、城への小道を歩んでいたシルヴェストルが、突如として顔を上げた。

　彼の視線がこちらに向けられたような気がして、ルシェリアは咄嗟にしゃがみこんで身を隠す。
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　――見つかった!?

　金色の瞳がこちらを射抜くように見ていた気がして、ルシェリアは髪が乱れるのも構わず頭を抱えた。

　どきどきと、いつもよりかなり速く脈打つ胸の鼓動には気づかないふりで、ルシェリアは深呼吸を繰り返した。

　しっかりと呼吸を落ち着けてから、そろそろと立ち上がり、窓の外を窺う。

　龍帝と領主一行の姿はすでにそこになく、どうやら建物の中に入ってしまったようだった。

「どうしよ……」

　ルシェリアは壁に寄りかかり、空を仰いだ。

　――失敗した。領を出る自分には関係ないと思って、皇族関係は調べてない。まだあの妃たちは内宮にいるんだろうか？　ヴィオが死んでからどれくらいたったんだろう？

　目をつぶると、鋭い目つきをした金色の龍の瞳が脳裏によみがえる。

　思い出すだけで、ドクンと大きく鼓動が跳ねる。こんなことが続くならば、心臓がもたない。

　シルヴェストルの滞在は長くともひと月ほどだ。その間ずっと会わないというのは無理だとしても、なるべく会わないように努力するしかないだろう。

　どのみち、こんな発情しかけたみっともない顔で彼の前に立つのは、絶対に嫌だ。

　ルシェリアはもう一度深呼吸をして息を整えると、いかにしてシルヴェストルとの接触を避けるかを思案し始めるのだった。
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　ルシェリアは発情期の兆候らしき変化を、一晩自室にこもってやり過ごした。

　幸いにして、翌朝目覚めると不調はすっかり治まっていた。

　図らずも、歓迎の宴を避ける格好の口実になった。

　身支度を整え、朝食の席に着くと父と母は既に席についている。

「おはようございます。昨晩の宴はいかがでした？」

「おはよう、ルシェリア。残念ながら、主上の体調が優れないということで、早々にお開きになったのよ」

　ベルティーヌが眉をひそめながら答える。

「それは……大変でしたね」

「主上の側仕えから、しばらく調査を延期したいという連絡があった。予定外に滞在が伸びそうな気配だが、二人とも頼んだぞ」

　オーレリアンも心配そうな表情を浮かべている。

「はい」

　シルヴェストルの具合はずいぶんとよくないようだ。心配ではあるが、そのおかげでルシェリアは当分の間、どうやって彼を避けようかと頭を悩ませる必要はなさそうだ。

　最近はもてなしの準備に忙しく、飛竜の騎乗訓練ができていなかったことを思い出す。

　貴族であれば飛竜に騎乗するのは嗜みである。ルシェリアは飛竜が好きで、毎日のように騎乗訓練を行っていた。

　ルシェリアは朝食を終えると、気分転換を兼ねて、飛竜の様子を確認に行くことにした。

　背の高い城壁に囲まれた領主の城は、かなり広い。中央部には領の執務に関わる朱雀すざく楼ろうがあり、その左右に東楼と西楼が翼を広げるように連なっている。東楼は領主の一族の私的な空間として使われ、西楼は来客用の階と城に勤める使用人の住む階がある。

　飛竜たちがねぐらにしている飛竜小屋は、中央部と西楼の中間にあり、発着場に隣り合っている。領主一族にも客人にも利便性の高い場所にある。

　飛竜小屋に足を踏み入れたルシェリアは、飛竜独特のにおいを嗅いで鼻にしわを寄せた。けれど、慣れた匂いはすぐに気にならなくなる。

　天井に届きそうなほど大きな身体を持つ飛竜が、仕切られた房の中で休んでいる。いくつかの房は空いているので、きっと竜番が連れだしているのだろう。この時間は朝食も終わっていて、飛竜たちの世話が一段落しているはずだ。

　ルシェリアは小屋の一番奥にある、自らの愛竜ローレンスの房の前に立った。

　ローレンスはすでにルシェリアの来訪を察知していて、房の入り口をふさいでいるつっかえ棒の前で不満げに啼いている。

「きゅいっ、きゅいっ！」

　ルシェリアはつっかえ棒を外すと、ローレンスに近づいた。

　ローレンスは、すぐさま首を彼女のほうへと伸ばしてくる。

　ルシェリアは伸ばされた首筋の鱗を宥めるように撫でた。ローレンスのつるりとした鱗の感触は、彼の体調が良いことを教えてくれる。

「ごめんね。ローレンス、元気だった？」

「きゅいーっ」

　高く、甘えるような鳴き声で、ローレンスはルシェリアの呼びかけに答える。

　ルシェリアが不在の間も、竜番がきちんと世話をしてくれていたようで、ローレンスの体調はすこぶる良さそうだ。

　ローレンスはごろごろと機嫌良さそうに喉を鳴らしつつ、うっとりと目をつぶっている。

　臆面もなく甘えてくる飛竜の姿に、ルシェリアは目を細めた。

「ふふっ、なかなか乗りに来られなくてごめんね」

「っきゅ、きゅいっ」

　ルシェリアの声に応えてローレンスが文句を言うように鳴く。

　幼い頃から共に過ごしてきたローレンスは、自分にとっての弟のような存在だ。

　飛竜は一度主人と定めた相手にだけ心を許し、守る。

　ローレンスはアルバス種の混血で、その鱗はうっすらと青みがかっている。温厚な性格のレイトン種とは違い、アルバス種は勇敢で気高い性格の竜が多い。

　アルバス種以外の血を引いているからか、ローレンスは飛竜の中でもかなりの甘えん坊だった。

　けれど、そんな自分だけに甘えを見せる姿がまた愛おしく、ルシェリアはついついローレンスを甘やかしてしまうのだ。

「ずいぶんと、甘えたな飛竜がいたものだな」

　突然、低い声が背後から聞こえた。

　はっとして振り向いたルシェリアの目に、偉丈夫の姿が映った。

　――シルヴェストル様……っ！

　ルシェリアは一瞬茫然としたが、すぐさま膝をつき両手を合わせて跪拝の姿勢をとる。

「顔を上げてくれ。名乗りを許す」

　ルシェリアはうつむいたまま、近づく気配に気づかなかった己の迂闊うかつさを悔やんだ。

　胸の鼓動は痛いほど速まり、呼吸も浅くなる。

　鼻の奥に森の香りがわずかに感じられた。その香りを嗅いだだけで、身体の芯に火が灯るような焦燥を感じる。

　龍人族は番に出会うと、一目で姿を気に入り、一嗅ぎで夢中になるという。

　――もしかしてこれが、番の香りなの……？　感じているのは、私だけ？

　ルシェリアが生まれ変わった今もなお、彼の番であることに気づかれたかと不安がこみ上げる。けれどもし互いを番として認識しているなら、彼もまたルシェリアに対して香りを感じているはずだ。

　ルシェリアは彼が番であることを認めたくなかった。

　けれど現実には、彼に近づくだけで胸が高鳴り、ぎゅっと苦しくなる。

　せめてシルヴェストルがルシェリアを番だと認識していないことを願うが、こればかりはわからない。

　いつまでもうつむいたままでいるわけにもいかず、ルシェリアはゆっくりと顔を上げた。

　目の前の龍帝の姿は記憶の中から歳を重ねたようには見えなかった。

　長い寿命を持つ龍人族は、外見的年齢の変化が緩やかだ。成人までは他の種族や人間族と同じように成長するが、成人を迎えたあたりで外見の変化が止まる。それは龍の血が濃いほど強く表れる。

　少なくともルシェリアが生まれてから十九年が過ぎているので、ヴィオが亡くなってからはそれ以上が過ぎているはずだが、彼の姿はほとんど変わっていない。

　しかし、龍帝は傍目にも明らかなほど痩せていた。顔色も悪く、目の下にはクマがある。領都に到着した三日前よりもやつれたような気がする。

　ヴィオの記憶の中の彼は、今よりもずっと精悍な顔立ちをしていたはずだ。

　もしも、彼のこの憔悴ぶりが番であるヴィオを失ったことによるものなら、少しは気分が晴れる気がした。

　――もっと苦しめばいい、と思わないこともないけれど。こんなに痩せてしまうなんて……。

　ルシェリアは彼女の記憶から目を逸らし、口上を述べる。

「南領の領主オーレリアンが娘、ルシェリアと申します。我らを育む、偉大なる龍帝陛下にお目通り叶いました事、嬉しく思います」

　二度と会いたくなかったと思いながらも、口は領主の姫に相応しい挨拶の言葉を紡いでいた。

「シルヴェストルだ。世話になっている」

　シルヴェストルが手を差し伸べている。

　立つことを許されたルシェリアは、渋々彼の手を取った。

　途端にびくりと身体が震えそうになるが、どうにか堪えることに成功する。

「とんでもございません」

　ルシェリアは、さっと立ち上がり手を離す。

「それにしても、甘えたがりの飛竜だな」

「お見苦しいところを……」

　ローレンスの甘えた仕草はとっくになりをひそめ、すまし顔でルシェリアとシルヴェストルを見下ろしている。

「ふっ、なかなかの変わり身だ」

　ルシェリアは苦笑するシルヴェストルから目が離せなくなった。

　胸にぎゅっとこみ上げる切なさに、苦しくなってくる。

「邪魔をしたな」

　シルヴェストルが一瞬切なげな表情を見せたが、次の瞬間、まるで幻であったかのように表情は取り繕われていた。

　おぼつかない足取りで立ち去るシルヴェストルの背を、ルシェリアは見送った。

　あとには仄かに森の香りが漂っている。

　――あんなに具合が悪そうなのに、ここに何の用事だったんだろう……？

　ルシェリアは寂しがって身体を擦り付けてくるローレンスに手綱をつけ、騎乗の準備を始めた。

　そんなことがあった翌日、ルシェリアは再びシルヴェストルに出くわした。

　その日の騎乗訓練を終えて、自室へ戻ろうとする道すがら、数名の近衛を従えたシルヴェストルがこちらへ向かってくる。

「シ……主上」

　ルシェリアは思わず彼の名前を呼びそうになって慌ててごまかし、頭を下げて脇に避けた。

「よい、顔を上げよ。飛竜に乗ってきたのか？」

　顔を上げると、鋭い視線でこちらを見つめている近衛たちと目があった。

　ルシェリアはかつてヴィオに向けられていた品定めするような視線を思い出し、顔が強張りそうになるのを必死に堪えた。

「はい」

　どうにか返事を返す。

「そなたの飛竜は、またあの甘えた鳴き声をしていたのだろう？」

「……そうですね」

　彼との会話をできる限り早く終わらせたいルシェリアの返事は、そっけないものだった。

　シルヴェストルはようやくルシェリアの緊張に気づいたらしく、わずかに眉をひそめた。

「すまん。邪魔をした」

「いえ、とんでもございません」

　ルシェリアが頭を下げると、彼らの気配が遠ざかっていった。

　十分に気配が遠のいてから、ルシェリアは頭を上げる。

　見送った彼の歩みには力がなく、昨日よりはましだが、あまり具合はよくないようだ。

　――昨日の今日で、まず出くわさないと思ったのにどうして……。でも、あんなに具合が悪そうなのに、ちゃんと休まなくて大丈夫なんだろうか？

　よりによって、避けていた当人に二日も続けて出くわしてしまい、ルシェリアは己の不運を嘆くしかなかった。龍帝の滞在中は忙しくなるだろうと予想していたが、体調不良で部屋に籠っている龍帝や、その側近たちから大した用事を言いつけられることもなく、ルシェリアは拍子抜けしていた。

　そして翌日、手の空いたルシェリアはここならば彼に出会うこともないだろうと、東楼にある庭園の木陰で本を読んでいた。

　東楼と西楼の両側にそれぞれ庭園があるが、東楼の庭園ならば、領主一族と庭師くらいしか人の出入りがないので、安心して過ごせるはずだったのだ。

　数人の気配が近づいたかと思うと、本の上に影が差す。仄かに香る森の香気にその人が誰なのかはすぐにわかった。

　――こう何度も会うのが、偶然のはずないよね……。

　シルヴェストルはわざわざルシェリアに会いに来たのだろう。

　ルシェリアはため息をつきたくなった。

　顔を上げると、やはりそこにはシルヴェストルの姿があった。

「主上、いかがなされましたでしょうか？」

「いささか寝ているのも飽きてきた。庭を案内してもらえないか？」

　シルヴェストルがじっとルシェリアを見つめている。

　彼からの無言の圧力に負け、ルシェリアはうなずいた。

「……わたくしなどでよろしければ喜んで。では、東の庭園をご案内いたします」

　ルシェリアはゆっくりとした歩みでシルヴェストルを先導した。彼の背後にたたずんでいた近衛たちもぞろぞろと後に続く。

「この庭園は初代の南領領主が作らせたものです。主上が過ごされている西楼の庭と比べますと、華麗な花が少なく、見劣りするやもしれませんが、落ち着いて過ごせる庭を目指して作らせたと伝わっております」

　東の庭園には川から水を引き込んであり、せせらぎの音が耳に心地よい。庭の中央部には引き込んだ水が池を作っている。

　所々に宿根草しゅっこんそうを中心に配置された植え込みがあり、目で楽しめるようになっていた。

　少し汗ばむような暖かさだが、水の上を吹き寄せる風がわずかな涼をもたらしてくれる。

　ルシェリアは池のほとりに建てられた東屋へとシルヴェストルを誘った。

「こちらでひと休みされてはいかがでしょう。周囲に潜めるような物陰はほとんどありませんし、人が近づけばすぐにわかります」

「ああ。そなたらは離れていろ」

　シルヴェストルが手を振って、近衛たちを下がらせる。

「では、わたくしはお茶の手配をしてまいります」

「茶はいい。少し話し相手になってくれないか？」

　すぐに下がろうと身をひるがえしたルシェリアの手首を、シルヴェストルがつかんで引き留める。

　触れられた部分が熱い。ルシェリアは鼓動が速まるのを感じた。

「手を、お放しくださいませ」

「放しても逃げないと約束するか？」

　シルヴェストルの目には切ない光が宿っていて、

「別に逃げてなど……わかりました。逃げません」

　ルシェリアは観念して、シルヴェストルの顔を見返した。

　金色の目が、瞬きもせずに彼女を見つめていた。

　ようやく解放された手を、ルシェリアはすぐさまひっこめる。

「乱暴な真似をした。すまない」

「いえ」

　彼の触れた部分が熱い。今すぐ触れられた腕をさすって熱い感触を消してしまいたい衝動に駆られる。

「そなたも座ってくれ」

　シルヴェストルが座ったのを見届けてから、ルシェリアも卓子をはさんだ反対側の椅子に腰を下ろす。

　話し相手を望まれたものの、シルヴェストルはなかなか口を開こうとしない。

　ルシェリアは無言のまま、彼が話し出すのを待ったが、いつまでたっても彼が話を始めないので、仕方なく口を開いた。

「お加減はいかがでしょうか？　三日もお部屋に籠られていたとお聞きしました」

「大事ない。番を失ってからは、いつもこんな調子だ。もう、慣れた」

　その言葉にどきりとルシェリアの心臓が跳ねる。

　番の話題は危険だ。シルヴェストルに今もまだ自分が彼の番であることに気づかれる危険性がある。けれど反面、彼が気づいているのかを確認できる機会でもある。

「そうですか……」

　ルシェリアはどう話を切り出すべきか迷っていた。

「宴ではそなたの姿を見なかったが、何か理由でも？」

「わたくしは未成年ですから、そもそも宴に参加する資格がございません」

「未成年か……。なるほど、いくつになる？」

「十九でございます。とはいっても、来年には成年です」

「成人後はやはり領主の一族として務める予定なのか？」

「いえ、旅に出ようと思っております」

「旅に……？」

　シルヴェストルはわずかに眉をひそめた。

「はい。南領を出たことがありませんので、いろいろな場所を見てみたいと思いまして」

「よく、オーレリアンが許したな……」

「それは……なんとか。母や姉たちが応援してくれましたので。父はいまだに縁談とか、いろいろと画策しているみたいですけれど」

「縁談……だと？」

「はい。ですが、当分番をもつ予定なんてありませんし。今はいろんな場所に行きたい気持ちの方が強いんです」

「そうか……」

　シルヴェストルは若干沈んだ声で相槌を打った。

　ルシェリアはそんな彼を眺めつつ、覚悟を決めて確認することにした。

「その……、大変不躾な質問だとは思うのですが、主上の番についてお聞きすることをお許しいただけますか？」

「……許そう」

「主上は先ほど番を失ったとおっしゃられましたね」

「そうだ……。不甲斐無さゆえに、私は番を失った」

　シルヴェストルは痛みを堪えるように眉根を寄せた。

　その表情は本当に苦しそうで、見ているこちらの方が辛くなるほどだった。

　――だけど、あなたはまだこうして生きている。ヴィオは本当にあなたの番だったのですか？

　ルシェリアは心に浮かんだ疑問をどうにか呑み込んだ。

　シルヴェストルは自嘲の笑みを浮かべ、口を開く。

「そなたも皆と同じように、番が亡くなっても主上がご存命であるのは、その方が番ではなかった証拠ではありませんか、と問うのだろう？」

「それは……」

　言葉は違えど、ルシェリアの疑問そのものであった。

「私は彼女が番であったことに間違いはない。あの時、彼女の後を追っていればよかったと何度思ったことか……。ああぁヴィオ……！」

　これほど悲痛な表情をした人を、ルシェリアはこれまで見たことがなかった。

　シルヴェストルは顔を袖で隠した。

「すまぬ。すまぬ。すまぬ……っ。どれほど謝っても足りぬ。どうして気づかなかったのか！　己の不甲斐なさに反吐へどが出る」

　彼にどんな言葉をかけてよいかわからず、ルシェリアはただ黙って聞くことしかできない。

「天啓があった。……ゆえに私の願いは叶わなかった」

　天啓――それは神からの導き。神から役目を与えられた龍帝の存在意義にも等しい。

　どんな内容なのかはわからないが、天啓があったのであれば、番が亡くなったにも関わらず、彼が死を選ばなかったのも納得がいく。

　番の本能を嫌うルシェリアには、死を選ぶべきだとは露程も思えなかった。けれどシルヴェストルの憔悴ぶりを見ていると、生きることを選んだことが正しかったのか、確信が持てなくなる。

「今も私を苛むこの痛みは、彼女を守れなかった私に、神が下した罰だ。ゆえに甘んじて受けるしかない」

「罰……？」

　――ならば、こうして私がヴィオの記憶をもったまま生まれ変わってしまったのも、神が下された罰なんだろうか？

　誰も答えてはくれない問いに、意識を奪われつつもシルヴェストルの言葉に耳を傾ける。

「罰であり、同時に嬉しいのだ。この痛みは、私にも確かに番がいたことを教えてくれるものだから」

　――痛みが嬉しいって……？

　ルシェリアには彼の言葉が理解できなかった。否定できるだけの経験もない。

「それが、主上の愛なのですか？」

「愛……なのかもしれない。あれを愛と呼ぶのか、私にはわからないが……」

　シルヴェストルはゆるゆると首を横に振った。

「ただ、彼女を閉じ込め、誰の目にも触れられぬようにしたかった。彼女の目が私以外の誰も映さぬように……」

　初めて聞く当時の心情に、ルシェリアの心は揺れた。

　本心を聞きたいような、聞きたくないような複雑な心境のまま、黙って彼の言葉を聞く。

「番の本能を知らぬ人間族である彼女を、浚って無理矢理妻とした。私が彼女に焦がれるほどには、彼女が私を恋うていたかは、今となっては……わからない。いや、おそらくだが彼女は私を愛してはいなかっただろう……」

　シルヴェストルは痛みを堪えるような表情で、どこか遠くを見ていた。

　――多分、ヴィオはシルヴェストルに恋をしていた。でも、それは彼の求める愛ではなかった気がする。

　ルシェリアはヴィオの記憶を通じて恋する気持ちを知った。だがそれは、シルヴェストルが見せる感情とは、あまりに違っていた。

　重く、どろどろとしたそれを愛と呼ぶのか、ルシェリアにもわからない。

「私は彼女に愛されているという実感が欲しかったのかもしれない。だが、それを確かめることが恐ろしかった。愛しい番に、自分は愛されていないかもしれないと知ることが怖かったのかもしれない。そして、獣のように番を求める本能をどう抑えればよいのか、わからなかった。ゆえに、可能な限り距離を置くことにした。あまり成功していたとは言えないがな……」

　――えっ、どういうこと？　仕事が忙しかったからヴィオに会えなかったんじゃないの？

　シルヴェストルの認識と、ルシェリアが知るヴィオの認識には大いなる隔たりがあるようだった。

　けれどそれを確認するわけにもいかず、ルシェリアは黙って続きを促す。

「それでも、生きてさえいてくれれば……それで十分だったのだ」

　シルヴェストルは言葉を詰まらせた。

「彼女を失い私は抜け殻になった。後を追って死のうとも考えたが、天啓によりそれは叶わなかった。それでも彼女は確かに私の唯一だ」

　それに、彼の懺悔はルシェリアではなく、ヴィオが聞くべきものだ。

　彼の嘆く様子に、ルシェリアの中のヴィオは安堵していた。ヴィオがちゃんとシルヴェストルの番だったのだと。

　――ヴィオがそれでいいのなら、いいか……。

　ルシェリアは少しだけシルヴェストルのことを許せそうな気がした。

　そして改めて、ヴィオと自分が別の存在であると自覚する。

　ルシェリアからシルヴェストルにかけるべき言葉は思いつかなかった。

「そなたは……不思議な人だ。これまで番のことは誰にも話したことがなかったのに」

　どこか吹っ切れたような表情で、シルヴェストルがつぶやく。

「初めてのお話相手となれて、光栄でございます」

「ふははっ。私の周囲にはなかなか黙って聞いてくれる者がいないからな……」

　シルヴェストルの笑顔に、ルシェリアの胸がどくりと音を立てた。

　――こんな顔、見たことない……。

　ヴィオの記憶の中に、シルヴェストルが無邪気に笑っていた姿はない。

　こんなたわいない会話さえ、彼女と龍帝の間にはなかったのだ。

「ルシェリア。また、私と話をしてくれないか？」

「主上のお望みとあらば、喜んで」

　ルシェリアはにこりと笑みを浮かべた。

　そうして、自分が思っていたよりも彼との会話を楽しんでいたことに気づく。

　こんな時間を過ごせるのならば、シルヴェストルの滞在中、ずっと彼を避けて過ごす必要はないのかもしれないと思えた。

　――彼女も、こんな風に会話できていたら、もっと何か違ったんだろうか……。ヴィオの記憶がない状態で、シルヴェストル様に出会っていたら……どうなっていたんだろう？

　らちもないことを考えてしまう。それでも今は、こんな穏やかな時間を持てたことに、そして前世の記憶をもって生まれたことに感謝したくなった。
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　ルシェリアがシルヴェストルを避ける必要がなくなって、しばらくの時が過ぎた。

　天気が良い日には彼に庭園の東屋に呼び出され、たわいもない話をするのが日課のようになっていた。

　護衛を排し、ふたりきりで東屋で過ごす時間は思いの外楽しかった。

　様々な場所に行ったことのあるシルヴェストルの話は聞いていて飽きず、ルシェリアの他領や外国への憧れを満たしてくれる。

　話している間、シルヴェストルが時折熱のこもった目で見ているような気がしたが、ルシェリアは気づかないふりでやり過ごす。

　彼に番であることを気づかれるわけにはいかないのだ。

　薄氷を踏む思いの中で、様子見の日々が続いた。

　そうして過ごすうちにシルヴェストルの具合は次第によくなっていった。頬のこけがなくなり、目の下のクマもほとんどなくなった。

　復調するにつれ、シルヴェストルは忙しそうに近衛たちを引き連れて出かけるようになり、ルシェリアが東屋に呼び出される回数はめっきり減った。

　シルヴェストルと顔を合わせることがなくなり、逆にルシェリアはそわそわとしてしまって、つい彼の姿を探すようになってしまう。

　その日、飛竜小屋にいたルシェリアは、長姉ミシェリアとばったり出くわした。

「ミーシェ姉さま、お出かけですか？」

「ええ、主上のお供で東領方面へ」

　姉の背後には彼女の夫ルイの姿もある。

　ルシェリアは以前にも姉たちが東領付近へ調査に向かっていたことを思い出す。

「東領……ですか」

　大陸に近い東領には、何かときな臭いうわさが多い。

「気を付けて、行ってらっしゃいませ。ルイ兄様も」

「ああ、ありがとう。ルシェリアはいい子で待ってるんだぞ？」

　幼い子供にするように頭をなでられたルシェリアは、少々ふてくされながら答える。

「はいはい。兄様もお気をつけて」

　そんなやり取りを鋭い声が切り裂いた。

「ルシェリア！」

　ルシェリアが振り向くと、鋭い視線を向けてくるシルヴェストルの姿があった。

「主上……」

　ルイが慌ててルシェリアをかばう様に前に出る。

「主上、発着場でお待ちいただければ飛竜を連れて参りましたのに」

「いや、さほどの手間でもない」

　ルイの後ろにいるルシェリアを見つめるシルヴェストルの目は、冷たい色をしていた。

　彼から向けられたことのない視線に、ルシェリアはびくりと身体を強張らせる。

　そんなルシェリアの様子に気づいた姉が、その場の雰囲気を変えようと、ことさら明るい声を発した。

「主上、ぐずぐずしているとあちらへ着くのが夜になってしまいます。そろそろ参りましょう」

「……そうだな」

「では、主上の飛竜をお連れしましょう」

「うむ」

　ルイがシルヴェストルの飛竜の房の前に足を運ぶと、竜番が転ぶように駆け寄り、すぐさま鞍をつけ、騎乗の準備を整える。

　シルヴェストルの飛竜は、真っ白な鱗を持つアルバス種のようだった。

　手綱を引いたルイの隣を進むシルヴェストルの背に、ルシェリアは声をかけた。

「お気をつけて、行ってらっしゃいませ」

「ああ、ルシェリア。帰ったら、話がある」

「承知いたしました」

　ルシェリアは恭しくうなずいた。

　そのまま皆で一緒に発着場まで移動し、ルシェリアは飛竜達の姿が小さくなるまで見送った。

「お父様の手伝いにでも行きますか……」

　何となく寂しくなって、独り言ごつ。

　ふと、上空が陰ったような気がした。

　発ったばかりのシルヴェストル達が、戻ってきたのだろうかと顔を上げる。

　草色の鱗を持つレイトン種の飛竜が三頭、発着場をめがけて降下してくるのが見えた。

　ルシェリアは発着場を警護していた兵士に鋭く尋ねる。

「今日、客人が来る予定は？」

「ありません。連絡も受けておりません」

「すぐに領主に知らせを」

「はっ！」

　二人の兵士のうちのひとりが、弾かれたように領主の執務室がある朱雀楼へと駆け出した。

　ばさばさと音を立て、小さなつむじ風を巻き起こしながら飛竜が降り立つ。

　その背にはひとりの女性、そして鎧をまとった二名の護衛らしき者が乗っている。

　ルシェリアは誰何すいかの声を上げた。

「誰か！」

「東領の者である」

　飛竜から降りた護衛の兵が、ルシェリアに近づく。

　緑の衣を身に着けているところを見る限り、東領の者であるのは間違いなさそうだった。

　対するルシェリアは今日も簡素な衣を身に着けていた。まさか護衛の兵もルシェリアが領主の姫だとは思っていなかったのだろう。少々横柄な態度で名乗った。

　――なぜこの時期に、しかもシルヴェストル様が調査に向かった東領から？

「先触れが無かったようですが？」

「送ったはずだ」

　兵士の態度はかなり強硬的だ。

「残念ながらいただいておりません。来てしまったものは仕方がありません。東領のどなたでしょう？」

「こちらは東領の領主のご息女である。急ぎ領主にお目通りを願いたい」

　東領から南領まで来るには、霊峰を経由しなければならず、かなり時間がかかる。領主の姫がそこまでして訪れるには、相応の理由があるはずだ。

「領主のご息女であるならば、なおさら前もってご連絡いただきませんと、こちらも困ります。ただ今この南領には主上がおいでになっているのです。まさか領主一族である方がご存じないはずがありますまい」

「もちろん。だからこそ、こんな辺鄙へんぴな場所まで来るはめになったのよ」

　甲高い声が、ルシェリアの抗議を遮った。

　護衛の背後にいる声の主に視線を向けると、傲慢な笑みを浮かべた女性が近づいてきた。

「東領の領主アンリが娘、フランシーヌよ」

「お初にお目にかかります。南領の領主オーレリアンが娘、ルシェリアと申します。どのようなご用件での来訪でしょうか？」

「主上に会いに来たの。どちらにいらっしゃるのかしら」

「お約束がおありでしょうか？」

「いいえ、けれど婚約者である私が訪ねることを、お喜びにならないはずがありません」

「……左様ですか。ですが、主上は近衛の方々と共にお出かけになっております」

　フランシーヌは少しつり目気味の目を大きくして、手を合わせた。

「あら、そう？　ならお帰りになるまで待たせていただきますわ」

「領主との面会をご希望なのですよね？」

「ええ、そうよ？」

　いちいち突っかかってくるような彼女の話し方に、ルシェリアは苛立ちが募ってくる。

「わかりました。では、応接室へご案内いたします」

　ルシェリアは内心渋々ながら、応接室へとフランシーヌ一行を案内した。

「領主の予定を確認して参りますので、少々お待ちくださいませ」

　ルシェリアは一行を部屋に通し、すぐさま踵を返そうとした。

「わかったわ。ああ、ひとつだけ」

　フランシーヌの声に、ルシェリアは振り返る。

「主上の婚約者たる私が滞在するのだから、よいお部屋を用意してくださるわよね？」

「滞在されるのですか？」

　ルシェリアは驚きに目を瞠った。

「婚約者が主上のおそばに侍るのは、当然でしょう。すぐに用意して」

「……承知いたしました」

　ルシェリアは不満を押し殺し、頭をわずかに下げて退出する。

　――何あれ！　あり得ない！

　領主の姫としては同格であるはずのフランシーヌの態度が、気に障って仕方がない。

　龍帝の婚約者といえども、いまだ婚姻を結ぶ前であるならば、見下される理由はない。まるで側仕えか侍女に対するような態度に、ルシェリアは腹が立った。

　そして、すでに婚約者がいる身で、思わせぶりな態度を取っていたシルヴェストルに対しても怒りがこみ上げてくる。

　――婚約者がいるのに、どうしてあんな態度を？

　シルヴェストルの熱っぽい瞳が脳裏に浮かんだ。

　――だったら、どうして誤解されるような態度ばかり取るの？　ヴィオを愛してたんじゃないの？　唯一だったって言ってたじゃない！　それなのに、また妃を迎えるつもり？

　怒りに荒くなった歩調のまま、ルシェリアはずんずんと廊下を突き進む。

　ちょうど先立って送った兵が、オーレリアンの執務室から出てくるところだった。

　ルシェリアは兵の横からずかずかと執務室に入り、父の前に立った。

「お父様、東領のご息女フランシーヌ様が、婚約者である主上に会う為にいらっしゃったそうです。滞在を希望されています」

　珍しくルシェリアが苛立った様子に、オーレリアンは眉を上げた。

「主上の婚約者だと？　聞いてないぞ、本当か？」

「ご本人はそうおっしゃっていましたけれど」

「まあいい。その件についてはこちらで確認する。それでルーシェ、部屋の準備は可能なのか？」

「難しいです。来賓に相応しい西楼のお部屋はすべて主上とそのお付きの方々に提供済みです。東領のご息女に相応しい格のお部屋となると、東楼ならば……」

「ならば仕方がない。東領の姫には東楼の部屋を宛がうほかあるまい？」

「はい。承知しました。では、私は準備を指示して参ります」

「こちらも、すぐに主上に連絡する。客人の相手を頼んだ」

「父上、フランシーヌ様は領主との面会をご希望ですが？」

「私は忙しい。領主や、領主の使者ならばともかく、主上の婚約者を名乗るただの娘が、願ってすぐに領主に会えるはずもなかろう」

「それはわたくしもそう思いますが……」

「そういうことだ。私には次の約束がある。どうしてもというのなら明日の午後ならば空いていると伝えろ。ほら、急げ」

「承知しました」

　ルシェリアは父に向かって頭を下げ、執務室を後にすると、すぐに侍女長を捕まえる。

「ごめんなさい。急ぎで悪いのだけれど、東楼に客室を準備してもらえる？」

「お客様ですか？」

　侍女長は言外に主上が滞在中のこの忙しい時に、客人の準備をするのかと問うてくる。

「ええ、そうよ。東領の姫、フランシーヌ様です。侍女長の言いたいことはよくわかっています。ですが、主上の婚約者だとおっしゃっている以上、それなりのお部屋を用意する必要があるでしょう。ご本人の希望でもあることですし……」

　ルシェリアは応接室でのやり取りを思い出し、再びイラッとする。

「……なるほど。承知いたしました。では、東領の姫にはルシェリア様と同じ階のお部屋を使っていただくのでよろしいですね？」

「ええ、お願いします。護衛もお二人しか連れていらっしゃらなかったようなの。どなたか専任で侍女を手配したほうがいいかもしれないわ」

「そちらについても、承知いたしました」

　ルシェリアは侍女長に手配してもらった侍女のエメを伴い、応接室に足を運んだ。

「フランシーヌ様、お部屋の準備ができました。案内させていただきます」

「あら、ありがとう」

「それから、専属の侍女を用意させていただきました。何かご用があればこちらのエメへお伝えください」

　ルシェリアの背後でエメが無言で頭を下げた。

「あら、気が利くのね」

　どこか上から目線な褒め言葉に、思わずむっとする。

　――ルシェリア、我慢よ。我慢。

「ありがとうございます。では、お部屋へ参りましょう」

　エメが先導して、一行は東楼に用意した部屋に向かった。

「護衛の方々はこちらのお部屋を、フランシーヌ様は奥の間をお使いください」

　用意したのはルシェリアの親族が城で泊まるときに使う部屋だ。居室と寝室が続いた間取りになっていて、従者や護衛が控える部屋も用意されている。

　護衛たちに先立って部屋の安全を確認してもらってから、フランシーヌが部屋の中に足を踏み入れる。

「これなら問題なさそうね」

「ありがとうございます。それから、ご要望の面会ですが明日の午後ならば可能であると、領主からの返答です。いかがされますか？」

「そう……。ならばそれでお願いしようかしら」

「伝えておきます。では、わたくしはこれで……」

「あなた、お茶の相手をしてくださいな？」

　有無を言わせぬ命令に、ルシェリアはこぼれそうになるため息を噛み殺してうなずいた。

「承知しました。では、エメ。準備をお願いできる？」

「かしこまりました。すぐにお持ちいたします」

　エメがてきぱきと準備を調え、客室の卓子の上に茶器を並べていく。

　エメが準備を終えたところで、ルシェリアは先に毒見のために茶に口をつけ、安全であることを示して見せた。

　いつも通り爽やかですっとする香りが口の中に広がった。

　フランシーヌが護衛を下げ、自分も茶碗を持ち上げた。

「主上は、いつお戻りになるのかしら？」

「ご予定では、明日のお昼頃だと伺っております」

　だが、オーレリアンがフランシーヌの来訪について伝令を出しているはずなので、もしかするともっと帰りは早いかもしれない。

「そうなの」

　フランシーヌの艶やかに結われた髪や、美しく整えられた指先は、どれもルシェリアにはないものだ。

　きっとこんな人がシルヴェストルの番であったなら、周囲の誰からも文句は出なかったのだろう。

　ルシェリアは自分とは違うフランシーヌのよく手入れされた姿に、そんなことを考えずにはいられなかった。

「あなたは、領主の娘なのよね？」

「はい。成人前の身ゆえ、公の場でお目にかかったことはないと思います」

「ああ、なるほど。まだ成年前なのね」

　フランシーヌが茶に少しだけ口をつけ、すぐに卓子の上に戻した。

「主上はお元気でいらっしゃるのかしら？」

「こちらへいらしたときはお加減が優れないようでしたが、今はずいぶんと良くなったようにお見受けします」

「ずいぶんと、詳しいのね。主上とは親しいのかしら？」

「どうでしょう？　寝ているのに飽きたと、話し相手に呼んでいただくことはありますが……」

　だが、これから婚約者であるフランシーヌがいるのであれば、ルシェリアが呼び出されることはますます減るだろう。

　――それって、寂しい……な。

　シルヴェストルがいずれ天都に戻ることは、わかりきっていたはずだった。

　それなのに、別れの時のことを考えるだけで、身が引き裂かれるような気がする。

　ルシェリアの本能が彼を番だと認識してしまっている以上、離れることが辛いのは当然のことだった。

「ふうん。あなたのような子供を話し相手にするなんて、なかなか主上も趣味が悪いわね。でも、これからは私がいるのだから、心配はいらなくってよ？」

　フランシーヌは毒を含んだ笑みを浮かべ、ルシェリアを見つめていた。

「はい。ご配慮ありがとうございます」

「それから、主上のお部屋はどちらかしら？」

「朱雀楼を挟んでこの東楼の反対側の、西楼に準備させていただいております」

「ずいぶんと遠いわね……」

「もともと西楼に来客用のお部屋がありますので。ただ主上の行幸ともなるとそれなりの人数に上ってしまい、あちらの楼にフランシーヌ様に相応しいお部屋を準備できませんでした。大変申し訳なく思っております」

「そうね、主上の部下を追い出すわけにはいかないわよね。ここでは私に相応しいお部屋を準備するのは難しいでしょうね、ふふっ」

　すべての交通の要である天都に比べれば、南都が鄙びていることは否定のしようがない。けれど、南領と同格であるはずの東領の姫に見下される謂いわれはない。

「そうおっしゃるのであれば、東領の城はさぞや素晴らしいのでしょうね。わたくしは他の領に行ったことがございませんので、成人して自由に移動できる日をとても楽しみにしているのです」

　南領の姫として、鄙びていると馬鹿にされたまま引き下がるわけにはいかない。

　それに、ヴィオの記憶で天都や離宮について一部は見知っているが、特に南領が鄙びているとはルシェリアには思えなかった。

「そうね、だったらぜひ東領にもいらっしゃるといいわ。大陸の素晴らしい文化についてお勉強できるでしょうから」

「大陸の……？」

「ええ、そうよ。こんな、閉ざされた未来のないラザラスとは違って、とても刺激的なのよ」

「そう……なのですか？」

　ルシェリアは混乱した。自領を出たことがないルシェリアには、南領以外がどんな場所なのかはわからない。けれど、ラザラスはシルヴェストルが命を懸けて守っている国だ。未来がない、などとはとても思えない。

　少なくとも、将来シルヴェストルを支える婚約者が口にしていい言葉ではなかった。

「ええ、そうよ。私が后になったら、すべてを変えてあげるわ」

「后……ですか。では、フランシーヌ様は主上の番であられると？」

　フランシーヌが后だと言うからには、彼女はシルヴェストルを番だと思っていることになる。もしかしたらルシェリアがシルヴェストルを番だと感じているのは、勘違いなのかもしれない。

　ルシェリアは緊張に身を強張らせながら、フランシーヌの答えを待った。

「そうよ」

　――そんなの嘘！　シルヴェストル様の番は私なんだから！

　ルシェリアは思わず叫びそうになったが、どうにかそれを堪えた。

　そして、彼のことを番だと思っている自分に驚いた。

　――ああ、私はシルヴェストル様を本当に番だと思っているんだ。ああ……どうしよう！　番の本能に負けたくなんてないのに。

「初めてお目にかかった時に感じたの。主上が私の番だと。幸い、今の奥宮にはひとりも妃はいない。だから仕方なく私が正式な后になってあげるのよ」

「主上を愛しているから、后になられるのでは？」

「何を言っているのか意味がわからないわ。私は番なのよ？　番の望みはすべて叶えられるものでしょう？　主上が私の前にひざまずいて愛を乞うべきであって、私はそれを受け取る。それだけよ」

　フランシーヌが、シルヴェストルを愛していないことはよくわかった。彼女が愛しているのは、龍帝その人ではなく龍帝の后という地位なのだ。

　――ふざけないで！　ヴィオは后になることもできずに、離宮に追いやられたのに、番だから仕方なく后になってあげるだなんて、許せない。しかも、シルヴェストルのためじゃなくて、番だから捧げられるのが当たり前って？　そんな人に、シルヴェストルは渡さない。彼は私の番なんだから！

　ルシェリアは怒りに震えそうになりながら、それをひた隠しにして優雅に立ち上がった。

「それでは、フランシーヌ様が后としてお披露目される日を楽しみにしておりますね」

　ルシェリアはにこりと笑みを浮かべると、フランシーヌの前を辞去した。

　部屋を出ると、ルシェリアは治まらない気持ちのまま、大股で廊下を突き進んだ。

　これから先、もっと素敵な人と出会うかもしれなかった。シルヴェストルと再び出会い、彼の後悔を知らないままなら、こんな気持ちを持て余さずに済んだはずだった。

　――それなのに、たぶん……私はまたシルヴェストル様に恋をしている気がする。せっかく生まれ変わったのに、また同じ人に恋をしてしまうなんて。私ってなんてバカなんだろう！

















隔世












　ルシェリアは考えた。

　どうやらシルヴェストルはルシェリアの番であることは確からしい。

　彼と離れることを考えるだけで、心臓がきゅーっと縮こまり、身が引き裂かれるような気がする。彼の傍にいるだけで、心が安らぎもっと側にいたいと願ってしまう。番の本能はごまかせない。

　けれど、シルヴェストルがルシェリアを番だと認識しているかはわからない。いまだにヴィオを番だと思っているのならば、ルシェリアを番だと認識していない可能性はある。

　それに、フランシーヌもまたシルヴェストルを番だと認識しているのならば、もしかすると番は互いにとって唯一だとは限らないのかもしれない。

　その上で、ルシェリアはどうにかして番の本能に抗いたかった。

　だが、本能ゆえに抗うことは難しい。ならば、抗うための手がかりを見つけるためにも、番の本能がどういうものであるか、知らなければならない。






　ルシェリアが出した答えは単純なものだった。

　一度、番の本能に流されてみるのはどうだろうか？

　ヴィオの知識としてシルヴェストルに抱かれた記憶はうっすらと存在するが、どんな感覚なのかはわからない。

　どうにかして彼に一度だけでいい。抱いてもらえばいいのではないか？

　そうすれば少なくともルシェリアが番なのか、番の本能がどういうものかも、もっとはっきりするはずだ。

　抱かれてみれば、期待外れで、番の本能などたいしたことがないと気づくかもしれない。それに、彼に抱いだくこの気持ちが本当に恋なのかを確かめることもできる。

　フランシーヌの来訪があった翌日、シルヴェストルたちは帰領した。予定より遅く、日が暮れるぎりぎりの時間だった。

　領主一族は朱雀楼の大食堂で揃って夕食を食べる習慣となっているが、時間も遅く、疲れているだろうということで、ルシェリアたちはいつも通り食堂で、遠征組は部屋で個別に食事を取ることになった。

　ルシェリアは、準備万端調え、決意を胸に西楼を訪れた。

　明日になれば、シルヴェストルとフランシーヌは顔を合わせるだろう。そうなってしまえば、ルシェリアにつけ入る隙はなくなってしまう。

　今を逃せば、もう二度とこんな機会は訪れないだろう。

　怖気づきそうになる己を奮い立たせ、ルシェリアは恐る恐る客室の扉をノックする。

「誰だ！」

　鋭い誰何の声に、ルシェリアはびくりと身体を震わせた。

「あ、あの！　ルシェリアです」

「ルシェリア!?」

　扉の向こう側で少し上ずったような声がして、驚くほどすぐに扉は開かれた。

　もう眠る準備は済んでいたらしく、シルヴェストルは上衣を羽織っただけで、前が開いたままだった。

「どうした？　何かあったのか？」

　じっと金色の瞳が彼女を見つめる。

「あ、あの……。お願いが……あるのです」

　彼の顔をまともに見られず、ルシェリアは視線を逸らした。

「……ならば、話は中で聞こう」

　ルシェリアは招かれ、室内に足を踏み入れた。

　無意識に自分が用意した部屋に不備がないか視線を巡らせる。

　――特に問題はなし。って、確認をしに来たわけじゃなくて……！

　ルシェリアは勧められるままに椅子に腰を下ろした。

　シルヴェストルは卓子をはさんで反対側の椅子に腰を下ろす。

「それで、いったいどのような願いだろうか？　私にできることならば、どのようなことでも言ってほしい」

　お湯を使ったばかりだったのか、水分の残る黒髪が艶やかな光を放っている。

　風呂上がりのシルヴェストルが醸し出す色気に、ルシェリアは何を話そうとしていたのかわからなくなってしまった。

「えっと……」

　――閨への誘い文句なんて、どう言えばいいの？　一晩でいいから、思い出がほしい……とか？　いや、無理。絶対に無理。

　真摯な表情で見つめるシルヴェストルに、自分を抱いてほしいとは言い出せず、口をつぐんだ。

「だが、そなたの望みを聞かせてもらう前にひとつだけ忠告させてほしい。夜更けに男の部屋にそんな薄着で来るのはいかがなものか。そんな姿を見た男に、不埒ふらちなまねをされたらどうするつもりだ？」

　話の切り出し方に悩んでいたルシェリアは、恥も外聞も投げ捨てて、彼がくれた口実に飛びついた。

「ふ、不埒なまねをしてほしくて来たのですっ」

「は？」

　シルヴェストルの表情がすとんと抜け落ちた。

「ですからっ、あなたに不埒なことをしてほしくて参りましたっ！」

　ルシェリアは一息に言い切った。

「つまりそなたは……私に抱かれたい……と？」

　彼の声は地を這うように低いものだった。

　――きっと、呆れられたんだ。やっぱり、私には無理だったんだ！

　泣きたい気持ちを必死に堪え、ルシェリアはすくりと立ち上がる。そのまま部屋を出ようと扉に向かって走り出す。

「待てっ！」

　扉をわずかに開いた瞬間、シルヴェストルに追いつかれ、バタンと扉を閉められた。

　シルヴェストルは背後から彼女を閉じ込めるように、両腕を扉につけた。

「待て、と言った。先ほどの言葉は、本当にそなたの望みか？　戯れなどではないな？」

「……そうです。私はシルヴェストル様に抱かれたいのです」

　ルシェリアは振り向けないまま、消え入りそうな小さな声で扉に向かって答えた。

「そなたの望みは、私の望みだ」
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　シルヴェストルはそう告げ、左手を彼女の腰に回し、右手をあごにかけた。そうして彼女を強く引き寄せ、その白いうなじに噛みついた。

「ああっ……！」

　ルシェリアの身体から力が抜けた。

　背中を這い上がる快感に、立っていられない。

　――これが、龍の求愛……。

　ルシェリアは感じたことのない、ぞわぞわとした感覚に息が上がるのを感じた。

　ヴィオであった頃に噛みつかれたことはなかった。恐らく彼は人間の身体では耐えられないとわかって、我慢していたのだろう。

　けれど、龍人族として生まれたルシェリアの強靭な肉体を前に、龍の血を色濃く受け継いだシルヴェストルは、本能のままに彼女のうなじに食いついている。

　硬い歯の感触と、分厚い舌が首筋を撫でる感覚に、ルシェリアはそれだけで達してしまいそうになった。

「ルシェリア、ああっ、ルシェリアっ！」

　シルヴェストルは熱に浮かされたように、彼女の名を呼んでいる。

　流石に廊下と扉一枚を隔てたこんな場所で、初めての行為に及ぶのは嫌だという思いが頭の隅をよぎる。

　ルシェリアは荒い呼吸の合間に、どうにか言葉を紡いだ。

「ここでは……いや。寝台へ……連れて行って」

　シルヴェストルは彼女の望みをすぐさま叶えた。彼女のひざ裏に手を回し、すくい上げる。抱き上げたまま、大股で寝台に歩み寄った。

　彼はルシェリアを寝台の上に壊れ物のように優しく寝かせると、上衣をうっとうしそうに脱ぎ捨てた。

「ルシェリア……、もう、放してやれない」

　シルヴェストルの唇がルシェリアのそれに重なる。

　触れるだけの口づけはすぐに終わり、彼の舌がそろりとルシェリアの中に入り込んだ。

「ん……ふぅ」

　彼の熱い舌が、そろりと口内を舐める。

　ルシェリアの体温が一気に上昇したような気がした。

　彼の森のような香りに包まれて溺れそうになる。

　くちゅりと音を立てて、舌を絡め合う合間にも、ルシェリアの唇からはあえかな声が漏れる。

　口蓋こうがいを舐められ、ルシェリアはびくりと身体を震わせた。

　その間にも、彼の手は迷いのない手つきで、彼女の帯を解き、衣を脱がせに掛かっている。

「ルーシェ……と、呼んでも？」

　シルヴェストルの龍の目がぎらぎらと欲を湛たたえ、彼女を見つめていた。

　愛称で呼ぶのは家族か恋人だけだ。家族以外に愛称で呼ぶことを許可するのは、恋人になることに同意することと同じだ。

「っ……はい。私は何と呼べば？」

「……シルヴァと」

「シルヴァ……」

「ああっ、ルーシェ！」

　シルヴェストルは感極まって、彼女の名前を呼んだ。

　そして、荒々しい手つきで上衣を肌蹴はだけさせると、露わになった胸にむしゃぶりついた。

「ああぁっ！」

　強く乳首を吸われ、ルシェリアの腰がびくりと跳ねあがる。

「すまない、強すぎたか？」

「い、いいえ、だいじょう……ぁああっ」

　最後まで答える前に、シルヴェストルの愛撫が再開された。

　胸を揉まれながら、胸の先がぬるりとした感触に包まれて、ルシェリアの頭はおかしくなりそうだった。

「舐めても、いいか？」

　龍人族の証でもある鱗は、花弁のように三枚集まって、ルシェリアの胸元に浮かび上がる。白銀の艶をまとった鱗が、上気する肌に合わせてほんのりと赤く染まっている。

　彼の鱗を舐めてもいいかという問いに、ルシェリアはぼんやりとした頭でろくに考えないまま、うなずいた。

　シルヴェストルは素早く胸元に口を寄せ、龍の鱗に舌を這わせた。

「ひ……ぅ！」

　びりびりと電流のような衝撃が全身に走った。鱗は龍人族にとって特に弱い場所だ。触れるくらいならばともかく、番でなければ決して舐めさせたりしない。

「かわいいな」

「……恥ずかしい、です」

「ならば、そなたも私の鱗を舐めればいい」

　シルヴェストルは首筋をのけぞらせ、自らの首に浮かび上がる黒みがかった鱗を示す。

　ルシェリアは恐る恐る手を伸ばした。

　ヴィオの記憶でも、触れることを許されたことはなかったはずだ。

　つるりとした感触に、何とも言えない感動がこみ上げる。

　――シルヴァは私の、番……。

　ルシェリアは無意識に彼の首筋に口を近づけ、ぺろりと鱗を舐めた。

「くっ……」

　シルヴェストルは快楽を堪えるように眉根を寄せ、呻く。

　その声に驚いたルシェリアは、慌てて首筋から顔を離す。

「ふ、仕返しをさせてもらおうか」

「っは、あ……ン」

　玩もてあそぶように乳首を甘噛みされ、そのたびにルシェリアの腹の奥には熱が溜まっていく。もぞもぞと腰を動かし、どうにかして熱をやり過ごそうとするが、熱は溜まるばかりでどうすればいいのかわからない。

　溢れた熱が蜜を零し、下履きを濡らしてしまうのがわかる。

　何かがほしいのに、それが何なのかわからず、ルシェリアは助けを求めた。

「シルヴァ……ぁ」

　自分でも驚くほどに甘えた声が口から出た。

「どうしてほしい？」

　シルヴェストルの目は楽しげに細められている。

「わかりません……」

「ここで、私を受け入れるまで、その熱は治まらない」

　シルヴェストルの手が、下腹部にかろうじて引っかかっている袴の上からなぞった。

　それだけでお腹の奥がきゅっと疼き、更に熱が上がった気がする。

「くだ……さい」

「もちろんだ。その前に、解さねばそなたが傷を負う。よいな？」

「……はい」

　ルシェリアがうなずくと、すぐさま袴が取り払われた。

　続いて下履きも取り去られ、ルシェリアのほっそりとした肢体がシルヴェストルの眼前に晒される。

　熱のこもったシルヴェストルの視線に、ルシェリアは耐えきれず目を伏せた。

「ルーシェ、我が……っ」

　シルヴェストルの手が、しっとりと濡れた白銀色の叢くさむらをかき分ける。

　つぷりと長く節くれだった指が中に沈む。

「っふ、う……ぅ」

「ここに、精を注いで、魔力を注げば子を成すこともできる……が、正式な婚姻を結ぶまでは魔力はお預けだな」

「シルヴァ……」

　あまりにあけすけな物言いに、ルシェリアは羞恥に頬を染めた。

「ふふ、すまない。意地悪な物言いをした」

　シルヴェストルはなだめるようにルシェリアの唇を塞いだ。

「ん……ぅ」

　舌が歯列をなぞると同時に、彼の指が不埒に動き始める。ゆるゆると動かされ、ぞわりと背中を何かが駆け抜けていく。

　ゆっくりと抜き差しされる度に、びくびくと腰が揺れる。

「あ、……ぅ」

「感じやすいな」

「やだ、もぅ、手……とめて」

　感じ過ぎてしまって辛かった。自分だけが全てをさらけ出して、恥ずかしいところをシルヴェストルに見られている。そう思うと消えてしまいたくなる。

「だめだ。これでは入らない」

「ぅ、っん……！」

　内部を探る指が増やされ、ルシェリアは目を瞠った。

　とぷりと腹の奥から蜜が溢れだすのを感じる。

「感じやすい、美しい身体だ……」

　情欲の炎を宿しながらも、とろりとした目がルシェリアの肢体を眺めている。

「やっ……！　恥ずかしい、から、見ないで！」

「それこそ、聞けぬ願いだな。そなたの艶めかしい姿を見ているだけで、私も達してしまいそうだ」

「そんな……、ああっ」

　緩やかな刺激の合間に、強めに花芽を擦られて、ルシェリアはびくりと背をしならせた。

「やっ、なにか、くるっ……」

　背筋をぞくそくとした感覚が駆け上がり、身体中が張り詰めていく。

「いいぞ、もっと気持ちよくなればいい」

　耳元での彼のささやきが引き金となって、ルシェリアは達した。

「あ、あああぁ、あ……ぁ！」

　頭の中が真っ白になって、何も考えられない。

　きゅうきゅうとシルヴェストルの指を締め付けながら、内部が勝手に蠢うごめき、更に奥へと誘おうとする。これでは足りないと本能が訴えかけてくる。

　全身から力が抜けて、指先一つ動かすことすら億劫に感じていると、シルヴェストルがまた耳元で囁いた。

「あと、一本……」

　宣言と同時に、彼の指が増やされる。

「ひ……ぅん」

　ビリビリとした何かが背筋を這い上がり、ルシェリアは背をしならせた。

「ルーシェ、かわいい」

　耳元で囁かれたが、もうそれを聞いている余裕は彼女にはなかった。

「あ、あぁ！」

　容赦なく増やされた指が、内部をかき混ぜる。手のひらが恥骨を覆う様に当てられ、リズミカルな刺激が加えられる。

　シルヴェストルは下腹部を手のひらでゆすりながら、同時に内部を太い指でかき回し、存分にルシェリアを翻弄する。

　ルシェリアは嵐のような快楽に翻弄されるしかなかった。

「やぁ、また……っ、きちゃう……！」

「いいぞ、存分にイけ」

　彼の指が花芽を潰すように刺激を加える。

「あああ、やぁ……！」

　立て続けに達したルシェリアの息は荒く、呼吸もままならない。肩で大きく息をしながら、ぐったりと横たわる彼女の脚をシルヴェストルは抱えて持ち上げた。

「そろそろ、我慢の限界だ。少々痛むかもしれないが、許してほしい」

　シルヴェストルの大きく育った楔が、蜜の溢れるあわいに宛がわれた。

　ぬぷりと一番太い場所が内部に蕾に沈みこむ。

「あっ……」

　ルシェリアの紫水晶の目に涙が膜を張った。

　太く長大なそれに内部を暴かれる感覚は、苦しいのに、ずっと欠けていた己の半身を取り戻すような、不思議な感覚だった。

　ゆっくり沈み込んでいたかと思うと、楔はずるずると引き抜かれる。

　わずかな痛みよりも、切なさが勝り、蕾が楔を引き留めるように締め付ける。

「ふ、心配するな。ちゃんと奥まで突いてやる」

　ルシェリアの反応を楽しんでいたシルヴェストルは、すぐさま楔を再び埋め込む。

「は……ぅ」

　お腹の奥が熱くなって、もっと奥まで来てほしいと切なさがこみ上げる。

　ルシェリアの目から涙がぽろりと零れ落ちた。

「ルーシェ、何て愛しい」

　シルヴェストルは彼女の目に唇を寄せ、零れた涙を舐めとった。

　時間をかけてすべてを呑み込むと、ようやくシルヴェストルの動きが止まった。

「シルヴァ……」

　ルシェリアは胸が一杯になった。嬉しくて、苦しくて、切なくて、どうすればいいかわからない。

　ただひたすらにシルヴェストルの目を見つめる。

　彼もまたルシェリアをじっと見つめていた。

「ルーシェ。二度と、逃さぬ……」

　愛欲と、狂気と、絶望と、そして愛しさが混じった呟きが落ちてくる。

　ルシェリアは腕を彼の首の後ろに回してしがみついた。

　シルヴェストルが腰を動かし始める。

「ああ……ン」

　ゾワゾワとつながった部分から生まれる快楽に、声が抑えられない。

　腰をつかまれて、揺さぶられ、嬌声が漏れる。

　ゆっくりとした動きは、すぐに速度を上げた。

「……っ、ん、っは、ん……ッ」

　腰を打ち付けながらも、シルヴェストルが口内を犯す舌は止まるところを知らない。

　強く舌を吸い上げられるたびに、頭の中に靄もやがかかる。

「シル……ヴァ」

　ルシェリアはシルヴェストルのもたらす嵐のような快楽を、ただ彼にしがみついて受け止めることしかできない。

「ルーシェ……」

　荒い吐息が首筋をかすめる。

　その吐息一つに背筋が粟立ち、腰が跳ねた。目がくらんで開けていられない。

「っや、もう……ッ！」

　今日だけで何度も味わった絶頂が、近づいてくるのがわかる。

　これ以上、耐えられない。

　シルヴェストルが大きく腰を動かし、えぐるように最奥にねじ込む。

　その瞬間、ルシェリアは絶頂に導かれていた。

「あアアっ……！」

　足の指が勝手に伸びて、突っ張る。

　腹の奥に熱が集まり、きゅぅっと剛直を締め付ける。

「ルーシェ、私も……限界だッ！」

　腹の奥に熱が広がるのを感じた。

　シルヴェストルはぶるりと腰を揺らし、強く押し付けた。

「ああアーーーっ」

　どくどくと剛直が脈打つのを感じながら、ルシェリアの意識は真っ白な闇に飲み込まれた。

















異常事態












　背後で勢いよく起き上がる気配に、ルシェリアは目を覚ました。

「シルヴァ……？」

「ルーシェ、すまない。起こしたか」

　シルヴェストルの顔色は今までになく悪い。

「いえ、何か？」

「おそらく……結界が破損した」

「結界が！」

　ルシェリアは勢いよく身を起こし、自分が何も身に着けていないことを思い出す。慌てて敷布を引き寄せ、身体に巻き付けた。

「すぐに皇宮へ戻らなければならない」

「はい。わたくしにできることはありますか？」

「いや、ない。結界に魔力を注ぎ、修復するのは龍帝たる私の役目だ。そなたには安全な場所で待っていてほしい」

　シルヴェストルの懇願に、ルシェリアは首を横に振った。

「わたくしはあなたの番ではないのですか？」

「もちろん、そなた以外に番は……いない」

「ならば、いっしょに行きます。魔力を注ぐお手伝いくらいさせてください」

　もうヴィオだった頃のように、何もできない自分ではない。僅かながらも魔力を持ち、結界の維持を担う役目を負った龍人族の一員なのだから。

「だが、そなたを危険な場所に」

　シルヴェストルの抗議をルシェリアは遮った。

　どのみち番を失えば無事ではいられない。どこにいても一緒のはず。

「皇宮が危険な場所だとおっしゃるならば、なおさらです。番を失う辛さはあなたが一番ご存じでしょう？」

「それは……そうだが」

「今はこんな言い合いをしている時間も惜しいのではないですか？」

「……わかった。そなたの言い分が正しい。すぐに皇宮へ戻る。支度を」

「はいっ！」

　ルシェリアは寝台を飛び出した。

　床に落ちていた衣を拾って身に着ける。

「本当ならば、きちんと手順を踏みたかったのだが……」

　シルヴェストルが名残惜し気にルシェリアを背後から抱きしめた。

「シルヴァ、わたくしも……です」

　抱きしめられると彼の香りに包まれて、とても安らぐ。ずっとこのままでいたいと思ってしまうが、今は非常事態だった。

「飛竜小屋で待っている。そなたも準備を整えたらそこで落ち合おう」

「はい。かしこまりました」

　ぎゅっと強くシルヴェストルが腕に力をこめた。

「ああ、離れがたいが、仕方がない。ルシェリアも可能ならば護衛を連れてくるように」

「はい、お願いしてみます」

　ルシェリアは彼の腕の中から抜け出した。

　やらなければならないことは、互いに山ほどある。

　まずはこんな薄いひらひらの格好ではどうしようもないので、自室に戻って着替えなければならない。

　ルシェリアは東楼にある自室に駆け込んだ。幸いにもまだ夜は明けておらず、夜よ番ばんの兵士に出会うこともなかった。

　すぐさま動きやすい衣と袴を引っ張り出して着替える。

　侍女を起こして手伝ってもらうべきなのかもしれないが、今は一刻を争う。

　愛された身体に時折ほんのりと鈍い痛みが走るが、そんな余韻に構っている暇はない。最速で着替えを終えたルシェリアは姉のいる居室の扉を叩いた。

「ミーシェ姉さま、ルシェリアです」

　しばらく待つと、寝間着姿のミシェリアが姿を現した。

「どうしたの？　こんな夜更けに」

　ミシェリアは目をこすりながら不満げな表情を浮かべている。

「結界が破損したと連絡が」

「結界が!?」

　ミシェリアの大きな叫び声に、ルイも扉口に姿を現した。

「ミーシェ、どうした？　って、ルシェリアもそんな恰好をして、どこへ戦いに行くつもりだ？」

　ルイはルシェリアの格好に目を大きく見開いた。

「主上と共に皇宮へ参ります」

「ルーシェ、待って。意味がわからないわ。きちんと説明して」

　ミシェリアはルシェリアの手を引いて、私室に招き入れる。

「あの、どこから説明すればいいのか……」

　ルシェリアは自分でも説明しあぐねていた。

「まず、あなたはどうやって結界のことを知ったの？」

「主上からお聞きしました」

「こんな夜更けにか？」

　ルイの機嫌はかなり悪そうだ。

「あなたは黙ってて、話が進まないでしょう？」

「すまん」

「それで、ルーシェはこんな夜更けにどうして主上と一緒にいたのかしら？」

「あの……、その、主上がわたくしの番かどうかを確かめに……」

「まあっ……。それで？」

　ミシェリアが期待に満ちた表情で見つめている。

　ルシェリアは今更ながら、家族に打ち明けるという状況に緊張してきた。

「その、番でした……」

「何てこと。番が見つかったのね！　それは素晴らしいわ！」

　ミシェリアはぎゅっとルシェリアを抱きしめた。

「あら、主上は確か以前に番を失ったと伺ったような気がするけれど、今は重要なことではないわね。それで？」

　抱きしめられ、子供にするように頭を撫でられる。

　いつもなら子供あつかいするなと抗議するところだが、それどころではないのだ。

「急に主上が、結界が破損したとおっしゃられて……」

「なるほど。それは一大事ね」

「それで、ルーシェは主上と一緒に行くのね？」

「はい。少しでもお手伝いができればと思います。どのみち番に何かあれば一蓮托生ではありませんか？」

「そうね、同じ蓮の台の上に生まれたのだもの。一緒がいいわよね」

　ミシェリアがルシェリアの髪をなでた。

「ねえ、ルイ」

　ミシェリアは顔を上げ、きっとした表情で夫の名前を呼んだ。

「何だろうか。我が妻よ」

「すぐにレティとゴーティエを起こして。ルーシェの護衛についてほしいの」

「わかった」

「伝え終わったら、会議室に集合よ？」

「承知した」

　ルイがミシェリアの命令に従ってすぐさま部屋を出ていく。

「ルーシェ、私たちは誇り高き龍人族。結界を守るのは我が一族の義務であり、誇りでもある。けれどまだ成年前のあなたにそこまでの義務を負わせるつもりはなかった。それは父上や母上、そして私やレティシアが負えば十分。あなたには自由に生きてほしかった。でも、あなたは自らの意志でそれを選ぶのね？」

　優しい姉の言葉に、心が温かくなる。

　本当にこの家族のもとに生まれて幸せだと感じる。

　だからこそ、この家族を、みんなを守らなければならない。

「……はい。もう、守られるだけの自分は嫌なのです」

　ヴィオのように流されて生きることはしないと誓ったあの日を思い出す。

　わずかなりとも力と知識を手に入れた。

　それは自由になるための武器であったけれど、こうして好きな人を助ける武器にもなりうるのだとようやく気付く。

「わたくしは、もう後悔をしたくありません。あの方の隣に並び立つことは叶わなくとも、少しの盾にはなれると思うのです」

「バカね。そこは後ろから支えるくらいで十分です。でも、その意気は素晴らしいわ。我が南領の領主一族の後継者として、誇らしく思います。ルーシェ、無理はしないで……。絶対に帰ってくるのよ？」

「はい……、もちろんです」

「お父様とお母さまには私の方で根回しをしておくから、安心していってらっしゃい？」

「はい、ありがとうございます。ミーシェ姉さま」

　ルシェリアはギュッと姉に抱き着いた。

　そしてすぐさま踵を返し、朱雀楼に足を向ける。

　飛竜を最高速で飛ばせば数時間で天都へはたどり着けるはずだ。だが何があるかわからない以上、食料と水はもっていくべきだろう。

　天幕はいらないとしても、武器や防具は必要だった。

　厨房に声をかけて携帯食料を準備してもらっている間に、ルシェリアは武器庫に足を運んだ。

　壁にかけられた細身の剣を手に取り、腰に佩はく。

　自分用の軽装の鎧を準備していると、すでに武装したレティシアとゴーティエが姿を現した。

「ルーシェ！」

「レティ姉さまと、ゴーティエ義兄様」

「どうしても、行くのね？」

　すでにルイから話は通っているのだろう。レティシアは必要最低限のことを確認してきた。

「はい。主上の番はわたくしですから」

　あれほど番の本能を嫌っていたのに、今はそれが周囲を納得させるための免罪符のようで複雑な心境になる。

　けれどたとえ彼が番ではなかったとしても、ルシェリアの気持ちは変わらない。

　あの不器用な人を守りたい。

　守られるだけの自分は嫌なのだ。伴侶として胸を張って彼の隣に立ちたいだけなのだ。

「そう。だったら急ぎましょう。手伝います」

「ありがとうございます。レティ姉さま」

　レティシアの手を借りて、ルシェリアは南領の色である緋色の軽鎧を身にまとう。

　ゴーティエがレティシアと自分の武器を準備し、三人は飛竜小屋へと急いだ。

　飛竜小屋と発着場の周りには篝火が焚かれ、煌々と辺りを照らしている。

　そこには龍帝と近衛たちが、すでに準備を整えていた。飛竜達には鞍と手綱が付けられ、残すはルシェリアたちの飛竜の準備だけだ。

　ルシェリアもすぐさま小屋からローレンスを連れ出し、鞍をつける。

　その間にオーレリアンとベルティーヌ夫妻も、発着場に姿を現した。

　部下に持たせた携帯食料や水を近衛に渡すよう指示している。

「兵站へいたんはお任せください。後ほど応援の兵を皇宮へ向かわせます」

「感謝する、オーレリアン」

「結界を守護する志尊の君にお願いすべきことではないのかもしれませんが、どうかルシェリアをよろしくお願いいたします」

　オーレリアンが頭を下げた。

　ベルティーヌも倣って深く頭を下げる。

「もとより、そのつもりだ。我が番を害するものは、すべからく私の前にひれ伏すことになるだろう」

　シルヴェストルの声は冷酷で、龍帝に相応しい威厳を纏っている。

「よろしくお願いいたします」

「ああ。全力を尽くす」

「それから、結界の破損について心当たりはございませんか？」

　オーレリアンの問いかけに、シルヴェストルは首を横に振った。

「確たる証拠はまだないが、東領には草を放ってある。調査報告はあとで得られるだろうが、恐らく東の領主の仕業だろう。そして裏で東領領主を操っているのは、大陸のカルス帝国だろうな」

「なるほど、あり得ますね」

　オーレリアンがうなずいた。

「オーレリアンは、南領の結界の保持を頼む」

「承知いたしました。万難を排して守ります。どうぞこの女をお連れ下さい。人質くらいにはなるでしょうから」

　ベルティーヌが背後にいた人影に場所を譲った。

　縄でぐるぐる巻きに縛られ、猿轡をかまされたフランシーヌが引っ立てられて前に出た。

　縛った縄を持っているのは、彼女につけたはずの侍女エメだった。

「フランシーヌ様……」

　昨日見た姿とのあまりの差に、ルシェリアは言葉を失った。

「んぐぐぐ……」

　猿轡のせいで、声がくぐもって何を言っているのかわからない。

　だがその表情から、かなり怒っているのは察せられた。

「発言をお許しください」

「よい」

　エメに対してシルヴェストルが許可を与える。

「この女は、主上に出される予定の料理の食材に、毒を仕込もうとしていました」

「毒って……」

　ルシェリアはにわかに信じられず、じっとフランシーヌを見つめた。

「う……う……」

「猿轡をとってやれ」

　シルヴェストルの指示に、エメが従う。

　猿轡を外された途端に、フランシーヌは髪を振り乱しながら訴えた。

「主上っ、すべてこの女の狂言です。あなたの番である私が、そんなことをするわけがっ」

「黙れ」

　低く威圧のこもった命令に、フランシーヌは口を閉じる。

「私の番はルーシェただひとり。お前が私の番ではない」

「そんなの嘘です！　父上が私こそが主上の后に相応しいと、私こそが主上の番なのだとおっしゃったのです。ああ、主上、あなた様はそこの女に騙されているのですね。だから私を番として認めてくださらないのですね。今、私が助けて差し上げますわ」

　フランシーヌは自分こそが正しいと信じているのだろう。自信たっぷりに声を張り上げている。

　ルシェリアは思わず尋ねた。

「フランシーヌ様、本当に毒を盛ったのですか？」

「毒など盛るはずがないではありませんか。父上からいただいたお薬を混ぜただけです。ほんの少し、元気になるお薬なのよ」

「聞き苦しい。時間の無駄だ。意味のわからぬ囀さえずりを今はこれ以上聞いておれぬ」

　シルヴェストルの命令に、再び猿轡をかまされる。

「東領の領主相手に、どれほど役に立つかはわからぬが、どのみち聴取が必要だ。連れていけ」

　シルヴェストルが近衛に命じると、フランシーヌは縛られたまま、荷物のように飛竜に括りつけられた。

「最大速度で皇宮へ向かう。ついて来られぬ者は置いていく。そのつもりでいろ」

　シルヴェストルは宣言と同時に飛竜にまたがった。

　アルバス種の飛竜は力強く羽ばたき、一気に上空へと飛翔する。

　ルシェリアもローレンスに飛び乗った。

「頼んだよ」

「きゅーい！」

　嬉しそうなローレンスの声を聴きながら、ルシェリアも空へと飛び立った。

















恩寵












　一度きりの休憩以外、ずっと飛び続けた飛竜の一団は、数時間で天都へとたどり着いた。幸いにも誰ひとり脱落することなく、到着することができた。

　行軍に慣れているレティシアとゴーティエは、涼しい表情でついてきていたが、近衛たちは少し疲れた様子を見せていた。

　ルシェリアも慣れていないが、緊張しているためか、あまり疲れは感じていなかった。それに頭のいいローレンスが、極力ルシェリアを疲れさせないように飛んでくれているおかげもあるだろう。

　上空から見える天都の姿に、ルシェリアの胸には感慨がこみ上げた。

　この目では初めて見る天都の様子に、懐かしいような不思議な気分になる。

　皇宮の上空に差し掛かると、内宮の東側から煙が上がり、たなびいているのが見えた。

　さらに近づくと、内部が混乱している気配が外からでもわかった。物々しい様子の兵士たちが慌てふためき、走り回っている。

「鎮まれ！」

　シルヴェストルの声に、慌てふためいていた兵士たちが上空を見上げた。

「主上！」

　ほっとした顔でこちらを見上げる姿に、余裕のなさがうかがえた。

　ほとんど落ちるようにして一気に飛竜を着陸させると、シルヴェストルは背から飛び降りた。

　次々と着陸する飛竜達に、ルシェリアとローレンスも続く。

「ルーシェ、大丈夫か？」

「ありがとうございます」

　先に降りていたシルヴェストルが、ルシェリアの手を取って降りるのを手伝う。

　そんな場合ではないのに、彼の気遣いが嬉しくて面映ゆい。

　すらりとした文官らしき男性が、シルヴェストルの前で跪拝の姿勢をとった。

「主上、お戻りいただき、ありがとう存じます」

「セザール、報告を」

　シルヴェストルの求めに、すぐさまセザールは立ち上がる。

「東領の兵が侵入。最奥の間が襲撃を受けています。現在交戦中です」

「すぐに最奥の間へ向かう」

「承知いたしました」

　最奥の間には魔力で作られた要石が五つあり、結界の起点となっている。要石が破損すれば、結界が壊れてしまう。

　一つの要石が壊れるくらいであれば、すぐさま結界全体に影響を及ぼすことはないが、猶予はない。

「近衛隊、二班は最奥の間への道を先行して確保！」

「はっ！」

　セザールの命令に、兵たちはすぐに弾かれたように動き出す。

「国境からの報告はないか？」

　シルヴェストルからの問いに、セザールはうなずいた。

「はい。東領国境警備からの報告はありません。ですが忍ばせた草からの報告では、武装したカルス帝国籍の船が沖合に停泊中とのことです。砲撃を受けたとの情報もありますが、確認はとれていません」

「定期船ではないな？」

　元々、大陸の国々とは定期的に交易をおこなっている。そういった船に対しては、一時的に結界を緩め、出入国を許可している。

「結界の破損に呼応するように現れたようです。恐らくは、外から結界に向けて攻撃を放ったものと思われます」

「なら、国境へ近衛を送れ。国境警備兵は東領の支配下にある可能性がある」

「承知いたしました。主上のご武運を！」

　セザールは恭しく頭を下げた。

　指示を終えたシルヴェストルは、ルシェリアに顔を向けた。

「急ごう」

「はい」

　駆け出すシルヴェストルのすぐ後をルシェリアは追った。

　飛び出したふたりに、慌てて近衛の一隊があとに続く。

「危険です！　お下がりください」

　近衛がシルヴェストルを制止しようとするが、本人はお構いなしに先に進む。

「そんなことは、わかり切っている。今は私の身の安全よりも要石を守る方が優先だろう！」






　最奥の間に向かう間、幸いにもルシェリアたちが襲撃を受けることはなかったが、飛び散った血痕、穴の開いた壁や傷の入った柱など、その痕跡はいくつも残されていた。

「開けます！」

　先導する近衛が大きな扉を開け放つ。

　部屋の中央には五つの台座があり、それぞれの台座の上には握りこぶしほどの正八面体の石が浮かんでいる。虹色に輝くその石こそが、結界を支える要石であった。

　だが、台座の一つはすでに空で、輝きを失った要石の破片が散らばっている。

　台座の周囲では、先行していた紺の衣の近衛隊と、東領の兵士らしき緑の衣をまとった兵たちが乱戦状態になっていた。

「主上、ようやっと来られたか」

　緑衣の兵士の中心で守られるようにしている偉丈夫が、大声を発した。

「アンリ！　やめろ！」

　東領の領主アンリはシルヴェストルの制止を無視して、手にした槍を要石に向かって振り上げた。

「これで、二つ目だ」

　アンリが槍を振り下ろす。

　ガツンと鈍い音が最奥の間に響いた。

　要石には僅かにヒビが入った。

「本当に、要石とは、頑丈なものですな」

　シルヴェストルは苦しそうに顔を歪めた。

「アンリ、なぜだ！」

「結界など邪魔なのですよ。誰もが安穏と偽りの平和を享受し、変化がないことに何の疑問も抱かない。その陰でどれほどの龍人族が結界に力を捧げているのか、知りもしない」

　アンリの声は、ルシェリアのある記憶を刺激していた。

　ヴィオに掛けられた心無い言葉のひとつ。それは、目の前の東領の領主の声と同じだった。

　シルヴェストルは剣を抜き放ち、アンリに一気に詰め寄ると、上段から切りかかった。

　槍を手にしたアンリは、剣を下から打ち上げるように弾いた。

　互いに獲物を手にふたりは一旦体勢を立て直し、すぐさま切り結ぶ。

「だとしても、それが女神のご意思だ」

「ならば女神は間違えたのです。変化もなく、新しい物の生まれないラザラスには、未来が……ない」

　激しい剣戟けんげきの合間にも、会話は続く。

「そのために結界を壊し、争いが生まれてもよいと言うのか？」

「ラザラスの民は思い知るべきです。結界のありがたさを。大陸では結界などなくても人も動物も生きているではないですか！」

　アンリの鋭い突きを、シルヴェストルが躱かわす。

「だから龍帝たる私を殺し、結界を排すると？」

「そうです。なかなかうまくいかないものですな。あの娘には期待していたのですが、わずかも御身を損なうことができなかったのですね」

　自分の娘をまるで駒のように言うアンリに、ルシェリアは嫌悪がつのった。

「そうだな」

　シルヴェストルはアンリの挑発にも冷静に応える。

「期待外れも、よいところだっ！」

　アンリは言い放つと同時に、槍を横になぎ払った。

　シルヴェストルは一歩下がってそれを避ける。アンリが払った際に生まれた隙を逃さず、そのまま切りつけた。シルヴェストルが上段から切りつけた剣が、わずかにアンリの肩をかする。

「っく。ふん、番を失って衰えたかと思ったが、流石は龍帝と褒めるべきか？」

　アンリの下からの突き上げを、シルヴェストルが身をひねって避ける。だが、完全には避けきれず、胸元を切り裂いた。

　衣一枚とはいえ切り裂かれても、シルヴェストルは冷静な表情を崩さず、アンリを挑発する。

「小癪な手ばかり使うから、武技には自信がないのかと思っていた」

「ふん、減らず口を」

　シルヴェストルの剣を、アンリが槍の柄で弾く。

　その時、東領の兵がシルヴェストルの背後から彼に切りかかろうとするのが、ルシェリアの視界の端に映った。

　ルシェリアは切り結んでいた別の兵を蹴って、後ろに飛ばし、シルヴェストルの背と兵士の間に入る。

「ルーシェ！　無理をするなっ」

「大丈夫です！」

　ルシェリアが返事をすると、レティシアとゴーティエが駆け寄った。

「我らが守ります」

　レティシアとゴーティエは息の合った連携で、次々とルシェリアの周囲の敵を排除する。

　ひとり、またひとりと東領の兵が切り伏せられていく。形勢は近衛側に傾いていた。

「大人しく捕らえられておけ」

　シルヴェストルがアンリを更に挑発する。

「ほざけ！」

　近衛たちがぐるりとアンリを取り囲んだ。けれど、彼が振り回す槍の威力になかなか近づくことができない。

　シルヴェストルは、隙をついて一気に畳みかける。

　金属のぶつかり合う音が響く。

　剣の腕と槍の腕はほぼ互角で、どちらも決定的な打撃を与えることができない。

　けれど女神はシルヴェストルに微笑んだ。

　突き出した槍をかいくぐり、懐に潜り込む。穂先を引き戻す隙を与えず一気に刃を喉元に突き付けた。

「終わり……だ」

　すぐさま近衛たちがアンリに剣を突きつけ、捕縛する。

「私ひとりを捕らえたところで、すぐに帝国からの攻撃が来る。すでに結界は綻んでいる。耐えられまいよ」

　シルヴェストルの目が鋭くなった。

「貴様、やはり国を売ったのか！」

　地を這うような声と共に威圧が発せられ、空気がびりびりと震えた。

「結界は女神の恩寵。ならば、受け取るも、受け取らないも我々の自由だろう？」

　アンリは縛られながらもうそぶいた。

「だとしても、それを決めるのはお前ではない。皆が真に望むなら、私はこの役目を喜んで降りよう。だが望む者がいる限り、役目は果たさなければならない」

　シルヴェストルの言葉にも、アンリは不満そうな表情を崩すことはなかった。

「主上、今はそれよりも結界の修復を行いましょう」

　ルシェリアがシルヴェストルに声をかけると、彼の険しい気配が霧散する。

「ルーシェ……、そうだな」

　シルヴェストルはヒビの入った要石に近づき、魔力を注ぎ始めた。

　その姿を横目に、ルシェリアは捕らえられたアンリに近づく。

　ルシェリアは静かに怒っていた。

「主上を害して、結界を壊して、あなたはどうするつもりでしたか？　結界がなくなれば、自分が新たな帝となり、すべてがうまくいくとでも？」

「カルスの帝王は私を帝にすると約束してくれた」

「全てを結界の所為にする前にあなたは何をしましたか？　今あるものを壊すことしかしない主に、誰が仕えたいと思いますか？」

「それは……」

　ルシェリアの問いに、アンリは黙り込んだ。

　結界があるからといって、交流ができないわけではない。手続きさえ踏めば大陸へ渡ることも、大陸からラザラスへ来ることもできる。

　結局は自分がその地位を欲しいだけなのだ。

　シルヴェストルの苦悩も、辛さも、努力も知らない者が、龍帝の持つ権力だけを見て、成り代ろうなどとは許せない。

「あなたは以前、『人間族ごときが、龍帝の番だなんてありえない。主上を支えられない番に、何の意味があるのか？』と言いましたね」

「何の……ことだ？」

「あなたがかつて主上の番に言ったことですよ。覚えていませんか？」

「そんなこと……どうしてお前が！」

「そんなことより、答えてください。主上を支えられなかった臣下に何の意味があるのですか？　臣下としての役目も果たせない者が、帝として皆を導けるとでも？」

　ルシェリアの問いに答えられないことこそが、アンリの答えだった。

　ルシェリアはふいとアンリから顔を背けると、シルヴェストルの隣に立った。

「欠けた部分は埋めた。だが、完全に破壊された要石の修復にはかなりの魔力がいる」

　シルヴェストルは厳しい表情で、完全に壊れた要石のあった台座に手をかざし、魔力を注ぎ始めた。

　龍帝の魔力が核となり、小さな虹色の正八面体の結晶が宙に浮かんだ。

「わずかばかりの力ですが、共に注ぐことをお許しいただけますか？」

「許す」

　ルシェリアはシルヴェストルの手に、己の手を重ねて魔力を注ぎ始める。

　ルシェリアの魔力を受け、結晶は鮮やかな虹色の光を放ち始めた。

「そなた、やはりヴィオの生まれ変わりだったのだな……」

　魔力を注ぐ手は止めず、シルヴェストルが呟くように話しかけてきた。

「知って……いたのですか？」

　先ほどはあまりに腹が立って、自分の前世がばれるかもしれないということなどすっかり忘れていた。

「薄々そうではないかと思っていた。元々、そなたを失った時、女神から天啓を受けていたのだ。南の地で、失った愛しき者に再び出会うことができると……。私はそれを信じて待ち続けてきた。ああ、本当にそなたはヴィオなのだな」

　震える声からは、彼が番を失った辛さ、そして再び番を得た心の高揚が察せられた。

　けれどルシェリアは認めるわけにはいかなかった。

「違います。私は……かつてそう呼ばれていた記憶はあります。ですが、今の私はルシェリアです。南領の領主オーレリアンの娘です！」

　ヴィオのまま、シルヴェストルの前に現れたのではない。何もできなかった、何かしようと思いつきもしなかった、あのときのままではない。命を失い、新たな生を得たからこそ、ルシェリアという存在を、認めて欲しいのだ。

「ルーシェ、そうだな……。確かに、失われた命は戻らない」

　苦しみに満ちた声をかき消すように、ルシェリアは元気な声を張り上げた。

「さあ、あと少し頑張りましょう」

　ふたりの魔力を注がれた要石は、徐々に大きくなっている。

　それに比例するように重なる手の温度は次第に下がっていた。もはやルシェリアの魔力はほとんど空に近い。

　ルシェリアは身の内を焼く飢餓感に、焦りを感じていた。

　――このままじゃ、足りない。

　ルシェリアよりもはるかに多くの魔力を注いでいるシルヴェストルの顔色は、彼女よりも更に悪い。

　魔力を注いでいる要石は、他の要石に比べると大きさは同じくらいまで育っていたが、輝きが足りていない。

「私にも、お手伝いをさせてください」

　レティシアがルシェリアの隣に立った。

「私の魔力でもよろしければ、お使いください」

　ゴーティエも前に進み出る。近衛たちもそれにつられるように次々と横に並んだ。

　シルヴェストルの顔が、くしゃりと歪んだ。

「皆……、不甲斐無い龍帝ですまないが、頼めるか？」

「お任せください！」

　申し出た兵たちがぐるりと台座を取り囲み、魔力を注ぎ始める。

　要石が脈打つように真白い輝きを放ち始めた。

「その調子だ、あと少し！」

「はいっ！」

　シルヴェストルの声に、皆が揃って応える。

　目を開けていられないほどの輝きを放った瞬間、キィンと高い音がして魔力が跳ね返ってくる感触が伝わってきた。

「もういい！」

　シルヴェストルの指示に従って、皆が魔力の放出を止めた。

　要石が載った台座がそれぞれ光の線で結ばれ、美しい虹色の光を放っている。

　ルシェリアは一気に魔力を失ったことにより、動悸と目眩に襲われていた。

　周囲で魔力を注いでいた者たちも、ほとんどが床に座りこんでいる。

　ルシェリアはかろうじて立っていたが、実のところ限界に近かった。

「ルーシェ」

　くらりと傾いだ身体を、シルヴェストルが受け止める。

「シルヴァ……」

「ありがとう。ご苦労だった。そなたたちのおかげで、結界は修復された」

　ルシェリアは霞む視界の中、シルヴェストルの顔を見上げた。

　穏やかな表情で笑う彼の姿に、安堵がこみ上げる。

「このまま、眠っていいぞ」

「シル……ヴァ、あなたも……」

　もう声を発するのも億劫だった。

「ああ、そうだな」

　ルシェリアはゆっくりと目をつぶった。

















本能












　ルシェリアは眩しい光をまぶたに感じて目を覚ました。

　見慣れない天井が視界に入る。

　――ここは、どこ？　あれ、結界はどうなったの？

　自分が魔力枯渇で気絶するように眠りに落ちたことはわかっている。ならば同様に魔力を使い果たしていたシルヴェストルはどうなったのか。

「シルヴァ！」

「どうした？」

　ルシェリアを包み込むように柔らかな声が降ってくる。

　背後から包み込む温もりに、ルシェリアはシルヴェストルに抱き込まれていることを理解した。

　がっしりとした腕がルシェリアを抱きしめて離さない。

　さしあたって、切羽詰まった状況ではなさそうなことにほっとする。

「あの、あれからどうなったんでしょう……？」

「心配はいらない。結界は修復したし、南領からついてきた皆も無事だ。カルスの船にはお帰り願った。それよりも、具合が悪いところはないか？」

　どうお帰り願ったのか、気になるところではあるが、とりあえず良しとする。魔力もすっかり復活していたので、問題はない。

「たぶん……大丈夫です」

「そうか。よかった……」

「でも、できたらお水を頂けますか？」

「ああ、気が利かなくてすまない。用意はある」

　シルヴェストルは渋々とした様子で、抱き込んでいたルシェリアを解放する。

　彼は身体を起こし、枕元の小卓子に置かれた水差しから、グラスに水を注いで差し出した。

　ルシェリアも上半身を起こして、グラスを受け取った。

「ありがとうございます」

　ルシェリアはごくごくと水を飲み干した。

「丸二日、起きなかったから心配していた」

「二日も！」

「恐らく魔力枯渇した影響だろうとは思ったが、大丈夫なようだな」

　シルヴェストルは彼女から受け取ったグラスを、再び小卓子の上に置いた。

「はい。シルヴァは？　魔力枯渇したのではありませんか？」

「ああ。もう回復した。あまり眠れていないが、問題はない」

　自分もそうなってみて思ったが、やはり龍人族の身体は頑丈なのだと思い知らされる。

　彼の顔色を見る限り、そこまで体調は悪くなさそうだ。

「よかった……。そういえば、ここはどこでしょう？」

「ああ、私の寝室だ」

「なるほど」

　周囲を見回すと、確かに高そうな調度ばかりが目に入る。手に触れる敷布も、柔らかくサラリとしていて、高級品だとわかる。

　そして自分が身に着けている寝間着も、しっとりと吸い付くような肌触りで、値段を聞くのが恐ろしい。

「鎧を着ていたと思うのですが……」

「あのままでは休めないと思い、脱がせた」

「それは、主上が？」

　彼の手を煩わせてしまったと思うと、申し訳ないやら、恥ずかしいやら、どうすればいいのかわからなくなる。

「番の無防備な姿を見るのは私だけでいいだろう？」

「あ、……はい」

　あまり気にしなくてもよさそうな気がしてくる。

「それより、ふたりきりの時は名前を呼んで欲しい」

「はい。シルヴァ」

　シルヴェストルは蕩けそうな目でルシェリアを見つめていた。

　ルシェリアは鼓動が速まるのを感じた。

「さて、どうする？」

「何のことですか？」

「これからの私たちのことだ」

「それは……」

　勢いでここまで来てしまったけれど、元々ルシェリアは一度抱かれてしまえばそれで十分だと思っていたところがある。

　この先どうするのか考えることを後回しにしたツケが、ここにきて回ってきた。

「そなたは私の番だ」

「それはよくわかっています。でも……」

　番であるならば后になるのは不文律だった。けれど、ヴィオではなれなかった后になるべきなのか、ルシェリアには自信が持てなかった。

「后になるのは……それほど嫌か？」

「嫌というか……、私に務まるでしょうか？」

「それは、十分に。番というだけで、その資格はある」

　シルヴェストルの手がルシェリアの手を包み込んだ。

「じゃあ、なぜヴィオは后になれなかったのです？」

　ヴィオの苦しんだ記憶がよみがえる。なぜ、ヴィオを后ではなく、妃として離宮に押し込めたのか。それがルシェリアには理解できなかった。

「ヴィオの時は、確かに反対する者は多かったが、后にしようと思えばできた」

「なら、どうして？」

「私は無理だと思った。ヴィオが生まれ育った環境では、后となるための教育が足りていなかった」

「……そうですね」

　自分が領主の娘として生まれてみて初めてわかったが、貴族の教育にはかなりの時間とお金をかけている。学ぶ内容も、座学だけではなく、帝王学や魔力の扱い方、武術や騎乗の訓練、舞踊や音楽など多岐にわたる。

　食堂の給仕だったヴィオが受けた教育と言えば、お勘定に必要な足し算と引き算くらいでしかない。

「できないと思っていたわけではない。だが、教育を施すには時間がかかる。ヴィオの寿命は人間族のもの。残された時間を教育に費やすくらいなら、私はヴィオとふたりで過ごしたかった。だがあれは、私の我儘だったな」

「そうだったんですね……」

　確かに后としての教育を受けるくらいならば、番と過ごしたいという気持ちは、龍人族として生まれた今ならば理解できる。

「あの時、きっとヴィオはそのことを教えてほしかったんだと思います。何も知らないまま、どうしたらいいかもわからず、流されるままだった。シルヴァに会えたと思ったら、その……抱かれてばかりで、起きたらもういなくて、悩みを相談することもできなかったから……」

　あのときのヴィオの寂しそうな様子を思い出すと、胸が切なくなる。

「そうだな。あの時は確かに忙しかった。だが、話をできないほどではなかった。獣のように番を求める本能を抑えきれなかった。本当に、かなり、……かなり我慢していたんだ」

　シルヴェストルはかなり我慢したのだと、頑張って主張している。

　――あれで、抑えてたつもりなの？

　ルシェリアはヴィオの記憶とのあまりの齟齬に目眩がしそうになった。

「それでも毎朝、ヴィオのぐったりした姿を見て後悔ばかりしていた。だが、どうすればいいかわからず、向き合うことから逃げていた私は、本当に愚かだった」

　落ち込むシルヴェストルを、ルシェリアはそっと抱きしめた。

「だったらこれからは、今みたいに起きたときにちゃんとわたくしのそばに居てください。もし忙しくてご無理な時は、遠慮なく起こしてくださいませ」

「もちろんだ。ということは、后として立ってくれるということでいいのだな？」

「あっ……」

　ルシェリアは返答に詰まった。シルヴェストルから離れることはできないというのは、実感している。けれど后になる覚悟は、まだできていなかった。

「あの、それは……ちょっと」

「そなた、私から離れるつもりか？　抱かれておきながら、私を捨てるつもりだったのか？」

　シルヴェストルが目の色を変えて迫ってくる。

「捨てるつもりなんて……！　もちろん、ずっとそばにいたいという気持ちはあります」

　ルシェリアの答えに、シルヴェストルはわずかに安堵の表情を見せた。

「……でも、ヴィオの記憶を思い出してしまうんです。后になるにはちょっと……心の準備が必要です」

「何が、不満だ？　それとも、不安か？」

「不安……そうですね。たぶんそうなんだと思います。これまでの世界を捨てて、新たな世界に飛び込むには、勇気が必要です」

「だが、そなたはこうして私と共に結界を修復する力があることを証明した。反対する者はいないだろう。新しい世界というが、そなたが予定していた旅に出ることと、さほど変わりはないと思う。もしそれでも后になるのが不安だというのなら、私が全力で支えよう。ヴィオの時のように、孤独には決してしないと約束する」

　シルヴェストルは床に膝をつき、ルシェリアの手を押し頂いた。

「ルーシェ、いや、ルシェリア。改めて希こいねがう。以前の過ちを繰り返さないと身命にかけて誓う。今度こそ、何者からもそなたを守りぬき、愛することを。そして、そなたを我が一生の伴侶として……番として、そして后として迎えたい。どうか、諾と答えてほしい」

　震えながら、ルシェリアを見上げる彼の目には涙が光っていた。

「シルヴァ……、わたくしには確かにヴィオとして生きていた記憶があります。彼女の見ていた光景を全てとは言いませんが、覚えています。けれど、わたくしは彼女ではありません。ルシェリアとして生を受けた別人です。彼女のように、周囲の言葉に諾々と従うことはできません。それでも構わないとおっしゃるのですね？」

「構わない」

　シルヴェストルは力強くうなずいた。

「以前お話したように、わたくしは成人したら南領を離れようと思っていました。領主一族の務めを放棄することにはなりますが、不自由だったヴィオの分まで、自由気ままに世界を旅したいと思っていました」

　シルヴェストルが秀麗な顔を歪め、眉根を寄せる。

「それについては……すまない。できる限りそなたの希望は叶える。だが、后となってしまえばこのラザラスを出ることは叶わないだろう」

「もちろん、わかっています。この結界を守ることこそ、龍帝の存在意義。その伴侶として、支えていくには、この地を離れては叶わないことは……理解しています」

「そうだ。だが、もう私は二度とそなたを失いたくない。私は一度ヴィオを失い、再びそなたと出会った。もし再びそなたを失ったら、……生きてはいけない。あんな思いは……もう、ごめんだ」

　シルヴェストルの目からつぅっと幾筋もの涙が流れ、頬を伝った。

　それは番を一度失ったことのあるシルヴェストルにしかわからない心境だろう。

　ルシェリアは慰めようと、シルヴェストルの髪をそっと撫でる。

「わたくしは再びあなたと出会い、ヴィオの記憶ではわからなかった言動の理由を知って……、思い違いをしていたことに気づきました。きっと前世のままの私では、あなたの隣に立つ資格はなかったと思います。もっと勇気を出して学ぼうとすればよかったと、後悔はあります。ですが、失った時は戻りません」

　シルヴェストルは黙ったままうなずく。

「もう、わたくしのことをわたくし抜きで決めるのは、やめてください。これからはあなたの隣にいます。だから今度は一緒に、いろんなことを話し合って、ふたりで決めていきましょう？」

「ああ、そうだな」

　シルヴェストルはルシェリアの手のぬくもりを確かめるように、そっと目をつぶり、手に頬を摺り寄せた。

「こうして奇跡のように二度目の生を受けた今だからこそ、わかったことがあります。龍人の本能に抗うことが、どれほど大変かということは嫌と言うほど理解しました。けれどその本能に抗い、負けずにあろうとする自分も、それからありのままの龍人としての自分も、どちらも自分なのだということにも、気づきました。こんな至らぬわたくしですが、あなたを想う気持ちは、誰にも負けません。どうか、あなたの番に、后にしていただけますか？」

「ルーシェ！　本当に、本当だな？　もう、後戻りはできないぞ？」

「はい、決めました」

　この二度目の生は、きっと女神さまの気まぐれのようなものなのだ。再び与えられる保証などない。ならばやらずに後悔するよりも、やって後悔する方がましだ。

　感極まったシルヴェストルが、ルシェリアを強く抱きしめる。

「もちろん、そなたを后として迎えたい」

　ルシェリアもまた、息が止まりそうなほど強く彼を抱きしめた。

「私の番……。ようやく本当のそなたを手に入れた」

「はい。私の愛しい番」

　シルヴェストルが泣きながら浮かべた満面の笑みに、ルシェリアはずっと自分よりも年上のはずの彼が、幼い子供の様に見えた。

　――なんだか、かわいい。

　胸をぎゅっとつかまれるような、衝撃にルシェリアはじっと耐えた。

「ついでに、ひとつだけいいですか？」

「何だろうか？」

　一つだけ、ずっと気になっていたことがある。

「どうしてヴィオに里帰りを許さなかったんです？　それが無理ならばヴィオの両親を呼び寄せることもできたと思うのですが……」

「あれは……、ヴィオを帰したら、もう二度と私の元へ戻ってこないと思ったからだ。両親に会わせたら、帰りたいと言い出すだろう。そう思うと、会わせたくなかった」

「確かに……、あの状況ではヴィオは帰りたいと言い出したかもしれません。誰も周囲に相談できる人も、頼りになる人もいませんでしたから。今でも、シルヴァはそう思っていますか？」

「今は、そんなことはないな。番としての渇望が満たされたからか、それともそなたが本当の番だったからなのかは、わからないが……」

「だったら、安心です。ミーシェ姉さまにちゃんと帰ると約束したので！」

「そうか、そうだな。そなたは一度南領に帰るんだな」

「はい。でも、今度はきちんと手順を踏んで、ここに来ます。ずっとシルヴァの隣にいるために」

「ああ、そうだな」

　見たことのないシルヴェストルの穏やかな表情に、ぎゅっと胸が疼いた。気づけば身体が火照り、心なしか呼吸も早い。

　――あれ、これってもしかして、発情期？

　ルシェリアが自分の体調の変化に気を取られているうちに、シルヴェストルがいつの間にか寝台に上がっていた。

「シルヴァ……？」

「そなたが番であることを受け入れたから発情期に入ったのであろう。ものすごくいい匂いがする」

　シルヴェストルは流れるような動作で、ルシェリアのうなじに鼻を近づけた。

「花のように華やかで、蜂蜜のように甘い、でも決してくど過ぎない、好みの香りだ」

「あああ、あの！」

「私の香りは感じてくれているか？」

「すごく……いい匂いが、します。森の中にいるみたいな、すっとして、落ち着くのに、ちょっとドキドキする香り」

「好きか？」

「好き……」

「そうか、よかった」

　破顔したシルヴェストルの表情に動悸が止まらない。

　彼の顔が近づいて、唇が重なった。

「ぅ、ん……」

　彼の舌が歯列を、口蓋をなぞる。

　そのたびにルシェリアの体温が上がっていく。

　シルヴェストルの手が、彼女の帯にかかる。

　ルシェリアも同時に彼の帯に手を伸ばし、性急に互いの衣を脱がせあった。

「ん……ふ」

　口内にあふれた唾液があふれ、顎を伝って落ちる。

　シルヴェストルは、溢れた唾液を分厚い舌でねっとりと舐めとった。

　彼の手が首筋をなぞる。そのままゆっくりと下に移動して胸元の鱗を撫でた。

「あ……ぁ！」

　ルシェリアはぶるりと身体を震わせた。

　彼の手が胸をそっと包み込む。胸の膨らみを確かめ、そして、頂をつまんだ。

「あっ！　っや、それ、ダ……メぇ」

「本当に、ダメ……か？」

　意地悪な問いかけに、ルシェリアの眦に涙がにじむ。

「だめ……じゃ、ない、けど……ああぁ」

　彼女の答えを待たず、シルヴェストルはその頂を口に含んだ。

　口の中で先端を転がし、芯を持つまで育てる。

　一方で、不埒な手はわき腹をなぞり、腰骨のくぼみを探すように触れた。

　軽く触れているだけなのに、触れられた箇所からさざ波のような熱が生まれ、切なさがこみ上げる。

　この先に待つ快楽の前奏曲に相応しい柔らかで、軽やかな指先に、ルシェリアは翻弄されていた。

　最奥からはとめどなく蜜があふれ、こぷりと湧き出す音が聞こえるようだった。

　シルヴェストルの手は更に下へと向かった。

　脚のあわいには触れず、ふとももへとその手は進む。ふとももの内側を撫でられて、下腹の奥がギュッとうずいた。

　わずかに広げた腿の内側にも、彼の口づけが落とされる。

　きつく吸い上げられて、白い肌に紅の花が咲いた。

　足の指先が勝手に丸まって、背がしなる。

「シルヴァ……ぁ」

「すごく、きれいだ」

　芯をもって立ち上がる彼の雄を時折押し付けながらも、シルヴェストルの手は留まるところを知らなかった。

　シルヴェストルは足首を掴み、足の甲に口づけた。

　彼の手の指が足の指の間に差し込まれる。

「どうして……？」

　どうして足の指に触れられているだけなのに、これほど反応してしまうのか、ルシェリアにはわからなかった。

「ふ、ここも立派な性感帯らしいぞ？」

　そろりと指の間を舌で舐められて、背筋が粟立った。

「ひ……ぅ！」

「気持ちいいか？」

　足元から見上げている金の目は、ぎらぎらと輝いていた。

「は……い」

　切なげに細められた目に、こちらまで切ないような気持になる。

　両方のつま先に愛撫を施して満足したのか、シルヴェストルの手は再び上に向かって移動し始める。片足を持ち上げ、膝の裏側に唇を寄せた。

　薄い肌の上を彼の舌がなぞる。びくりと思わずのたうった脚を、捕らえられてしまう。

「ん……ぅ」

「すごく、綺麗に跡がつくな」

　シルヴェストルが強く吸った場所に、赤い華が咲く。

　そうして彼の唇が脚のあわいにようやくたどり着いた。

　直接触れられることはなくとも、そこには蜜が溢れていた。

　大きく脚を割り開かれ、秘された部分が暴かれる気配にルシェリアは身をよじった。

「すごく、濡れているな……」

「言わ……ないで」

　羞恥に真っ赤に染めた顔を、ルシェリアは両手で覆い隠した。

「なぜだ？　私の愛撫に感じている証拠だろう。誇らしく思えばいい」

「だって、まだ二度目なのにっ……」

　真面目な顔で問いかけてくる彼に、ますます羞恥が募る。

「身体が覚えているのかもしれないな」

「あっ、やあっ……！」

　ルシェリアが悶えているうちに、シルヴェストルの唇が花弁に吸い付いた。

「っひ、あ、ああっ、はっ、んぅ……」

　背筋を駆け抜ける快感に、ルシェリアはわなないた。堪えようとしても甘くとけた声が漏れるのを止められない。

　分厚い舌が、花弁をなぞる。尖らせた舌で花弁の間を暴く。

　シルヴェストルは溢れた蜜を、音を立てて啜すすった。

「あ、あっ……も、やぁ！」

　身体が張り詰めていく。

「一度、イっておくといい」

　シルヴェストルが強く花弁を吸った瞬間、びくびくと悦楽に身体を震わせ、ルシェリアは達した。

「っは、あ、……ン、あああア！」

　荒い呼吸を繰り返す彼女への、甘い攻撃が止むことはなかった。

「まっ……て、イって……る、のにっ、おかしく……なるっ！」

「ふ、もっとおかしくなればいい。乱れるそなたを見せてくれ」

　笑いを含んだささやきが、花弁を震わせる。

　彼の舌による蹂躙じゅうりんが再び始まった。

　今度は指も加わり、襞を割り広げる。

「うぅ、……ん、ん、ぅ」

　狭いそこを指と舌で丹念にほぐされ、ルシェリアは絶頂に身を震わせた。

　すっかり力が抜け、蕩けた身体を持ち上げる。シルヴェストルはそそり立った剛直を、濡れた花弁に宛がった。

「待っ……って」

「さすがに、私も限界だっ」
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　シルヴェストルは十分に育った剛直を、ゆっくりと彼女の中に沈めた。

「ん、っふ……んあああぁっ！」

　くぷりと先端が少し引っかかる。けれど、一度内部へ侵入されてしまえば、蜜壺はぬるりと剛直を飲み込んでいく。

「っく」

　あまりの締め付けに、シルヴェストルは切なげなため息をこぼした。

　わずかな身じろぎでさえ、身体の内にさざめくような快感が湧き起こる。ルシェリアは感じたことのない愉悦に、息を詰めた。

「っや、あ、まって……！　動か……ないで」

「わかって、いる。そなたがよいと言うまで、待つ」

　おそらく彼は本能のままに、ルシェリアを穿うがち、揺さぶりたいと思っているのだろう。

　けれど、シルヴェストルは苦しそうな表情を浮かべながらも、自分の欲を堪え、ルシェリアの言葉を優先させようとしてくれていた。

　ルシェリアがヴィオであった頃は、どれほど懇願しても彼は聞き入れてくれず、強引に彼女を抱いた。

　今ならわかるが、彼女をつなぎとめるために、手段を選んでいられなかったのだろう。けれど、今はきちんとルシェリアの言葉を受け止め、心に寄り添ってくれる。

　そのことが嬉しくて、ルシェリアは胸がいっぱいになる。

　切なげに目を細め、ルシェリアはシルヴェストルの頬に手を伸ばした。

「ずっと、こうしてあなたに触れたかった」

「ルーシェ。……私も、こうしてそなたに触れることを夢見ていた」

　彼の手がそっと彼女の頬をなぞる。

「ずっと、このままそなたとつながっていたい」

　眦から生まれた涙が、つぅっとこめかみへ流れた。

　にじむ視界に誰よりも愛おしい人の姿が映る。

　これが番という絆なのだろうか。足りない部分が埋まっていくような充足感に、心だけではなく身体も喜んでいる。

「シルヴァ……」

「ルーシェっ！　もっと奥まで」

「あぁ！」

　信じられないほど深く、彼の剛直が突き刺さる。

「シルヴァ、シルヴァ……っ！」

　あっという間に快楽が理性を食い尽くした。

　シルヴェストルがゆるゆると腰を動かす。

　そのたびにルシェリアの番を求める本能が満たされていく。

　貪欲に番を求め、蜜壺が剛直を締め付ける。

「ルーシェ、ああっ、そんなにっ、締めつけるな」

「シルヴァ、もっと、ほ……しい。ひとつに……っ」

　シルヴェストルが、ルシェリアの首筋に噛みついた。

「……っひうっ！」

　目の前がチカチカと明滅した。

　軽く歯を立てられて、ぞわりと背筋を何かが駆け抜ける。

　シルヴェストルが腰を激しく動かし、打ち付ける。

「あっ、シル……ヴァ、あ……っ、や……ぁ！」

　ルシェリアの目からはいつの間にかあふれた涙が、ぽろぽろとこぼれた。

　押し付けられた楔の先端が、更に奥へと突き進み、開かれたことのない最奥を暴く。

「あ、っも、シ……ルヴァぁ……」

　激しい抽送に、ルシェリアははくはくと口を動かすが、上手く息が吸えない。

「ルーシ……ェ、一緒……に」

　ひと際強い腰の動きに、ルシェリアの神経は快楽に焼き切れた。

「あああアアアぁ！」

「っぐ」

　どくどくと楔から放たれた精が、最奥に注がれる。

　ルシェリアは耳元で繰り返される荒い吐息を、自分も同じように荒い呼吸をしながら聞いていた。

「ルーシェ……」

「なぁ……に……？」

　彼の手がそっと頬をなぞった。

「この気持ちをなんと呼ぶのだろうな……。そなたが愛おしくて、ならない。胸が苦しくても、そなたの視線ひとつで宥められてしまう。ひとつになりたくて、食べてしまいたい。閉じ込めて、誰の目にも触れさせたくない。どろどろとした気持ちがずっと胸の奥で渦巻いている」

　シルヴェストルはにこりとほほ笑んで、ルシェリアに口づけた。

　甘く、深い口づけに、治まったばかりの熱がぶり返すような気がした。

「シルヴァ、好き……。あなたは私のもの、そして私はあなたのもの」

　ルシェリアは発情期の熱に浮かされるまま、彼の首筋の鱗に触れた。

　シルヴェストルの目にけぶっていた情欲の炎が燃え上がった。












　シルヴェストルは無邪気な顔で眠るルシェリアを抱き寄せた。

　ほんのりと甘い体臭が、彼を包み込む。

　ヴィオを失って絶望した日、もたらされた天啓は彼を生につなぎとめた。

　自分も後を追って死んでしまえば、二度と彼女に会えなくなるかもしれないという思いだけが、彼を生きながらえさせてきた。

　再び出会った彼女は、ヴィオだった頃よりも自由で、楽しそうに生きていた。

　番を失って抜け殻のような自分とは違う。もしかしたら、彼女は番などいなくても幸せに生きていけるのかもしれない。

　そう考えたら、恐ろしくなった。

　二度と彼女を失うわけにはいかない。

　前回はあからさまに閉じ込めて、失敗してしまった。だからこそ今回は同じ轍を踏まないよう、慎重に行動した。

　天啓により、ルシェリアの転生と東領の反逆は予言されていた。

　シルヴェストルはその時を待って、反逆すら計算に組み込んで彼女を囲いこむ方法をずっと考えていた。

「やっと……ここまできた」

　腕の中の温もりが、鼓動が、生きていることを伝えてくる。

　――檻は大きい方がいい。閉じ込められていることに気づかなければ、不自由だと感じることもないだろう？

「ルーシェ、私の番……」

　シルヴェストルはルシェリアのうなじに口づけを落とす。

　どこかで柔らかな檻の鍵がカチリと閉まる音が聞こえたような気がした。
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